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キタを愛する人たちのための、キタを再発見するマガジン。ネットに載らない情報テンコ盛り。

11月号2016

つながるひと
まちぶんか

史害災

はじめまして！北区中津に住む平井裕三と申します。Webサイト「梅田の北っかわ！」（http://www.kita-umeda.com/）で北区周辺の情報を発信しています。
このたび、ご縁がありまして「つひまぶ」の編集に参加させていただくことになりました。
とにかくいっちょ噛みな性格で、まちづくり、福祉、防災、ICT、鉄道など、いろんなジャンルの集まりに顔を出しています。今回は「災害史号」。災害時は
平時よりもみんなで助け合い、励まし合わねばなりません。でもそれは普段からお付き合いがあってこそだと思います。
そんな想いもあり、地域の情報発信やイベントを企画したりして人と人がつながるきっかけづくりをしています。興味があったらぜひお声をかけてください。
みんなでつながるひとまちぶんかの渦を起こしませんか。（平井裕三） http://tsuhimabu.blogspot.jp

「つひまぶ」
ブログ

毎週月曜

更新♥

「つひまぶ」では、編集メンバーを随時募集しています。興味がある方は、Facebookにてご連絡いただくか、大阪市北区役所地域課区民協働担当（tel. 06-6313-9743）までご連絡ください。

つひまぶ
1605（慶長 9年）

1707（宝永 4年）

1854（嘉永7年）

1885（明治18年）
1889（明治 22年）

1896（明治 29年）

1909（明治42年）

1923（大正 12年）

1925（大正 14年）

1927（昭和 2年）

1933（昭和 8年）

1934（昭和9年）
1938（昭和 13年）

1944（昭和 19年）

1945（昭和 20年）

1946（昭和 21年）

1948（昭和 23年）

1950（昭和 25年）

1959（昭和 34年）

1960（昭和 35年）

1961（昭和 36年）

1962（昭和 37年）

1970（昭和45年）
1983（昭和 58年）

1995（平成 7年）

2004（平成 16年）

2005（平成 17年）

2011（平成 23年）

2013（平成25年）

2016（平成 28年）

慶長地震発生

416 年（允恭 5年） 河内・大和地域で日本で最初に記録された（日本書紀）地震発生

宝永地震発生（震度7）

安政南海地震発生（震度6弱）
安政東海・東南海地震の約 32時間後に安政南海地震発生

淀川大洪水 左岸堤防決壊（死者293人）
淀川氾濫

淀川大洪水
明治三陸地震津波（M8.5）

キタの大火（焼失面積1,220ha、民家11,365戸など焼失）
曽根崎川（蜆川）が被災地整理のために埋め立てられる。

室戸台風襲来（死者1,812人）豊崎東小学校校舎倒壊（児童19人死亡）

ジェーン台風襲来（床上浸水125戸、床下浸水458戸）
伊勢湾台風襲来
堂島川・土佐堀川など120kmの防潮堤完成 

第二室戸台風襲来（床上浸水1,367戸、床下浸水1,625戸）

北区小松原町千成パチンコ店火災（焼損面積9,145㎡）

関東大震災（M7.9）

北但馬地震（M6.8）

北丹後地震（M7.3）

昭和三陸地震（M8.1）

阪神大水害

東南海地震（M7.9）

大阪大空襲

昭和南海地震（M8.0）

福井地震（M7.1）震度 7が設定される

チリ地震（M9.5）翌日三陸海岸に最大 6.1mの津波来襲

天六ガス爆発事故発生（死者79人）
日本海中部地震（M7.7）

阪神・淡路大震災（M7.3)
地下鉄サリン事件

新潟県中越地震（M6.8）

北区西天満事務所火災（負傷者26名）

東日本大震災（M9.0）
紀伊半島豪雨災害（台風 12号）

東日本大震災を受けて、災害対策基本法改正

北区が津波浸水区域に入ることが判明

内閣府、南海トラフ被害想定を公表

台風 18号に初の特別警報発令

熊本地震

【参考文献】
北区史 北区制 100周年記念事業実行委員会（昭和 55年 4月 1日）
大淀区史 大淀区史編集委員会（昭和 63年 11月 16日）
大阪の災害 ~ 復興と防災のあゆみ ~ 大阪市公文書館 平成 26年度常設展示資料
河籍簿 大阪市建設局（平成 8年 3月）
奈良の災害史展（平成 28年 9月）

【背景の図版】「大地震末代噺種」（大阪市立図書館蔵）   

私
た
ち
は
災
害
を
ど
う
伝
え

な
に
を
残
し
た
の
か
？

私
た
ち
は
災
害
を
ど
う
伝
え
、

な
に
を
残
し
た
の
か
？

キ
タ
の
災
害
史
に
見
る

『大地震末代噺種』（大阪市立図書館蔵／出版地不明・出版者不明）より『大地震末代噺種』（大阪市立図書館蔵／出版地不明・出版者不明）より

火之用心　大阪今昔三度の大火
（文久3年発行・大阪城天守閣蔵）
火之用心　大阪今昔三度の大火
（文久3年発行・大阪城天守閣蔵）

室戸台風室戸台風

天六ガス爆発

北
区
災
害
年
表

編 集 後 記



メ
デ
�
ア

の
地
域
別
ま
と
め
が
あ
り
、
凄
惨
な
挿
絵
が
あ
り
、

ぎ
っ
し
り
と
情
報
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
半
の
か
わ
ら
版
で
は
「
前
代
未
聞
」
と

あ
る
と
こ
ろ
、
こ
の
か
わ
ら
版
で
は
「
宝
永
年
中

大
阪
大
地
震
大
津
波
次
第
」
と
い
う
小
見
出
し
と

と
も
に
、
過
去
の
宝
永
大
地
震
の
地
震
と
津
波
の

概
要
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

宝
永
大
地
震
と
は
、
江
戸
時
代
の
宝
永
４
年
10
月

４
日
（
１
７
０
７
年
10
月
28
日
）
に
発
生
し
た
、

記
録
に
残
る
日
本
最
大
級
の
地
震
で
す
。
こ
の
地

震
も
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
の
ほ
ぼ
全
域
に
わ
た
っ

て
プ
レ
ー
ト
間
の
断
層
破
壊
が
発
生
し
た
と
推
定

さ
れ
る
も
の
で
す
。

こ
の
宝
永
大
地
震
か
ら
50
年
忌
に
あ
た
る
宝
暦
６

年
（
１
７
５
６
年
）
に
梅
田
墓
に
て
万
燈
会
供
養

や
諸
宗
大
法
事
修
行
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
、
宝

永
大
地
震
か
ら
嘉
永
７
年
の
安
政
大
地
震
ま
で
数

え
て
１
４
８
年
に
な
る
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。

こ
こ
に
至
っ
て
、
過
去
の
災
害
史
が
参
照
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
安
政
大
地
震
の
と
き
に
発
行
さ
れ

た
か
わ
ら
版
を
順
を
追
っ
て
見
て
い
く
と
、
地
震

発
生
当
初
は
箇
条
書
き
に
よ
る
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
の

み
で
、
や
が
て
そ
れ
ら
は
ま
と
め
ら
れ
て
い
き
ま

す
。
そ
の
後
、
詳
細
な
取
材
が
な
さ
れ
、
現
場
で

の
聞
き
取
り
が
お
こ
な
わ
れ
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

の
体
裁
を
と
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
同
時
に
、
全

国
規
模
の
情
報
が
集
約
さ
れ
、
災
害
の
全
体
像
が

把
握
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
最
後
に
は
、
過
去
の

災
害
と
関
連
付
け
ら
れ
、
一
連
の
出
来
事
と
し
て

ま
と
め
ら
れ
、
保
存
版
が
つ
く
ら
れ
る
、
と
い
う

流
れ
が
見
え
て
き
ま
す
。

火
事
に
お
け
る
か
わ
ら
版
も
同
様
で
す
。
火
事
が

起
こ
る
た
び
に
発
行
さ
れ
る
か
わ
ら
版
と
は
別
に
、

『
火
之
用
心
』（
大
阪
城
天
守
閣
蔵
）
と
題
し
た
、

大
阪
今
昔
三
度
の
大
火
を
ま
と
め
た
か
わ
ら
版
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
嘉
永
７
年
11
月
５
日

（
１
８
５
４
年
12
月
24
日
）
に
大
阪
を
襲
っ
た
大

津
波
の
様
子
を
描
い
た
も
の
で
す
。
人
が
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
で
跳
ね
た
よ
う
に
飛
び
、
船
が
破
壊
さ
れ
、

浮
か
ぶ
も
の
み
ん
な
ま
と
め
て
波
が
の
み
込
ん
で

い
く
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
後
期
の
嘉
永
７
年
11
月
４
日
（
１
８
５

４
年
12
月
23
日
）、
静
岡
県
か
ら
九
州
に
ま
で
及

ぶ
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
東
海
・
東
南
海
地

震
と
南
海
地
震
が
１
日
ず
れ
で
発
生
。
地
震
発
生

か
ら
32
時
間
後
、
大
阪
に
津
波
が
襲
来
し
ま
す
。

こ
の
地
震
に
よ
っ
て
元
号
は
「
嘉
永
」
か
ら
「
安

政
」
に
変
更
さ
れ
、
今
で
は
両
地
震
は
ま
と
め
て

「
安
政
大
地
震
」
と
総
称
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

と
き
の
様
子
が
『
嘉
永
七
年
大
地
震
大
津
波
』
と

し
て
記
録
さ
れ
、
今
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
表
紙

の
絵
は
、
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
す
。

こ
の
絵
の
ほ
か
に
も
、
安

政
大
地
震
の
様
子
を
伝

え
る
も
の
は
数
多
く
残

さ
れ
て
お
り
、
か
わ
ら
版

も
ま
た
、
数
多
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

か
わ
ら
版
は
一
般
的
に
一

枚
の
紙
で
で
き
て
お
り
、
大
見
出
し
が
あ
り
、
テ

キ
ス
ト
だ
け
の
も
の
、
地
図
や
絵
が
載
っ
て
い
る

も
の
な
ど
様
式
は
さ
ま
ざ
ま
。
欄
外
に
「
嘉
永
七

年
寅
霜
月
四
日
辰
上
刻
よ
り
凡
半
時
計
り
之
間
」

等
、
出
来
事
が
起
こ
っ
た
年
月
日
が
記
載
さ
れ
て

い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
か
わ
ら
版
は
何
種
類
も

逐
次
発
行
さ
れ
る
の
で
す
が
、
順
を
追
っ
て
見
て

み
る
と
、
興
味
深
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
す
。

ま
ず
は
、
地
震
発
生
直
後
に
発
行
さ
れ
た
か
わ
ら

版
『
大
地
震
に
つ
き
大
破
略
記
』（
図
①・
大
阪
城

天
守
閣
蔵
）
か
ら
。
見
る
と
、
素
っ
気
な
い
も
の

で
す
。
一
見
、
な
に
か
の
リ
ス
ト
に
し
か
見
え
ま

せ
ん
。

「
一
、
天
満
天
神
境
内
井
戸
家
形
く
ず
れ
。
同
所

土
蔵
く
ず
れ
」

「
一
、
中
之
島
延
岡
御
屋
鋪
鎮
守
八
幡
宮
絵
馬
堂

く
ず
れ
」

「
一
、
天
満
梅
が
へ
寺
町
行
あ
た
り
正
客
寺
境
内

金
毘
羅
社
絵
馬
堂
く
ず
れ
」

「
一
、
堂
し
ま
桜
橋
南
詰
西
江
入
家
五
、
六
軒
く

ず
れ
」

な
ど
な
ど
。
全
部
で
25
ヶ
所
の
被
災
状
況
が
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
で
箇
条
書
き
さ
れ
て
い
て
、
ま
る
で
ツ

イ
ッ
タ
ー
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
よ
う
で
す
。
ほ
と

ん
ど
が
建
物
の
破
損
情
報
。
速
報
集
で
す
ね
。
こ

の
時
点
で
は
、
災
害
の
性
質
や
全
体
像
は
ま
だ
見

え
て
き
ま
せ
ん
。

『
本
し
ら
べ
大
坂
大
地
震
大
破
略
記
』（
図
②・
大

阪
市
立
図
書
館
蔵
）
は
、
そ
の
続
報
で
す
。
前
出

の
『
大
地
震
に
つ
き
大
破
略
記
』
の
箇
条
書
き
を

ベ
ー
ス
に
加
筆
さ
れ
て
お
り
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
情

報
が
次
々
と
増
え
て
い
き
ま
す
。
ス
ペ
ー
ス
に
収

め
る
た
め
に
、
文
字
は
ど
ん
ど
ん
小
さ
く
な
り
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
泣
か
せ
な
の
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す

（
笑
）
た
だ
、
重
要
な
追
加
情
報
が
大
き
な
字
で

書
か
れ
る
な
ど
、
デ
ザ
イ
ン
的
な
処
理
が
な
さ
れ

は
じ
め
て
い
る
の
は
興
味
深
い
点
で
す
。
挿
絵
も

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
か
わ
ら
版
で
は
、
最
終
段
に
、「
同

五
日
く
れ
六
半
よ
り
安
治
川
口
よ
り
大
つ
な
み
。

凡
千
石
舟
よ
り
小
舟
数
し
れ
ず
つ
ぶ
れ
、
并
死
人

か
ず
し
れ
ず
」
と
あ
り
、
住
吉
橋
、
幸
橋
、
汐
見

橋
、
日
吉
橋
、
黒
金
橋
、
金
谷
橋
、
四
天
王
寺
の

伽
藍
、
生
魂
玉
神
社
の
神
楽
所
、
下
寺
町
の
両
国

寺
本
堂
な
ど
が
つ
ぶ
れ
た
と
続
き
ま
す
。
ど
う
や

ら
、
地
震
に
よ
り
大
津
波
が
発
生
し
、
水
害
に
よ

る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
急
き
ょ

盛
り
込
ま
れ
た
よ
う
で
、
締
切
間
際
に
重
大
な
情

報
が
飛
び
込
ん
で
き
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
ま
す
。

そ
の
後
に
発
行
さ
れ
た
か
わ
ら
版
『
大
阪
大
地
震

津
波
之
図
』（
図
③・
大
阪
市
立
図
書
館
蔵
）
で
は
、

す
で
に
地
震
か
ら
津
波
の
被
害
情
報
に
特
化
し
た

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

中
央
部
分
に
あ
る
、
い
く
つ
も
船
が
転
覆
し
て
い

る
川
は
道
頓
堀
で
、
そ
の
南
側
と
木
津
川
よ
り
西

は
ほ
ぼ
水
没
し
て
い
ま
す
。

地
図
に
添
え
ら
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
は
、「
怪
我
人
・

死
人
夥
数
」
と
あ
り
、
沈
ん
だ
船
は
数
知
れ
ず
、

水
没
し
た
地
域
は
「
白
海
の
如
く
」
で
、
こ
ん
な

こ
と
は
「
前
代
未
聞
」
だ
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
か
わ
ら
版
を
見
た
人
は
、
マ
ジ
か
！
と
思
っ

た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
大
津
波
に
よ
る
被
害
が

想
像
を
超
え
て
は
る
か
に
甚
大
で
、
水
害
こ
そ
が

こ
の
地
震
に
よ
る
主
な
被
害
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
『
諸
国
大
地
震
大

津
波
細
見
噺
の
種
』（
図

④・
大
阪
城
天
守
閣
蔵
）

で
は
、
大
阪
の
被
災
情
報

の
み
な
ら
ず
、
大
阪
以
外

の
「
諸
国
」
の
被
災
情
報

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
阪
で
は
地
震
に
よ
る
出
火
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
東
海
道
の
宿
場
町
や
江
戸
で
は

出
火
の
被
害
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
出
火

の
項
目
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
海
道
大
地
震
出
火
、
江
戸
大
地
震
出
火
、
京
都

大
地
震
な
ど
、
大
阪
以
外
の
情
報
は
飛
脚
を
通
じ

て
調
べ
ら
れ
、「
此
書
一
枚
に
て
国
中
こ
と
ご
と

く
相
分
り
重
宝
の
書
な
り
」
と
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
震
が
関
東
か
ら
東
海
道
、

関
西
に
ま
で
ま
た
が
る
広
範
囲
に
被
害
を
も
た
ら

し
て
い
る
大
地
震
で
あ
る
こ
と
が
、
人
々
に
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
テ
キ
ス
ト
に
は
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。

大
津
波
に
よ
る
被
害
が
深
刻
だ
っ
た
川
口
（
西

区
）
を
例
に
と
る
と
、「
嘉
永
七
寅
十
一
月
五
日

申
ノ
刻
、
西
の
方
よ
り
雷
の
ご
と
く
に
な
り
、
ふ

し
ん
に
思
ひ
し
が
、
其
夜
五
ツ
時
沖
手
よ
り
大
津

波
打
来
り
、
沖
の
大
船
不
残
矢
を
飛
す
如
く
、
其

勢
に
て
川
々
の
橋
打
流
し
。
浜
手
の
家
は
無
別
条

地
し
ん
故
に
船
を
か
り
て
逃
居
る
人
も
多
く
、
然

る
に
其
人
々
皆
々
水
死
と
成
、
大
船
は
船
頭
・
加

子
死
こ
と
其
数
不
知
。
大
船
は
二
千
石
よ
り
千
石

以
上
の
船
不
残
、
小
舟
は
大
船
の
下
敷
と
な
り
、

不
残
大
荒
な
り
」
と
あ
り
、
箇
条
書
き
だ
っ
た

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
は
ひ
と
か
た
ま
り
の
テ
キ
ス
ト
に

変
化
し
、
現
場
の
被
災
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た

情
報
が
挿
入
さ
れ
、
さ
な
が
ら
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

の
よ
う
に
情
景
が
描
写
さ
れ
、
客
観
情
報
を
ベ
ー

ス
に
主
観
情
報
を
加
え
る
こ
と
で
読
み
手
が
情
景

を
想
像
し
や
す
い
よ
う
切
迫
感
を
出
そ
う
と
し
て

い
る
こ
と
が
、
こ
こ
か
ら
は
読
み
取
れ
ま
す
。

ま
た
、
先
の
『
大
阪
大
地
震
津
波
之
図
』
に
は
な

か
っ
た
、
船
で
逃
げ
よ
う
と
し
た
人
が
た
く
さ
ん

い
て
、
そ
の
人
た
ち
が
み
ん
な
亡
く
な
っ
た
こ
と

も
書
か
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
目
で
見
た
リ
ア

ル
タ
イ
ム
の
情
報
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
至
る
ま

で
の
プ
ロ
セ
ス
の
聞
き
取
り
が
な
さ
れ
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
で
す
。

『
嘉
永
七
年
寅
十
一
月
大
坂
大
地
震
大
津
波
』（
大

阪
城
天
守
閣
蔵
）
で
は
、
な
ぜ
多
く
の
人
が
船
で

逃
げ
よ
う
と
し
た
の
か
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま

す
。

「
地
し
ん
に
お
そ
れ
、
町
々
の
老
若
男
女
貴
賎
の

別
ち
な
く
う
ろ
た
え
さ
わ
ぎ
」、
思
い
思
い
の
船

に
乗
る
も
、「
ゆ
り
つ
ぶ
さ
れ
る
う
れ
ひ
な
し
と

悦
ぶ
か
い
も
、
あ
ら
か
な
し
や
一
時
に
津
波
押
か

か
り
、
舟
も
ろ
と
も
に
水
底
へ
ひ
つ
く
り
か
へ
り

し
、
啼
き
声
は
大
坂
中
へ
ひ
び
き
わ
た
り
」
ま
す
。

地
震
で
足
元
が
揺
れ
る
恐
怖
と
建
物
が
倒
壊
す
る

危
険
か
ら
船
に
乗
り
安
心
し
た
も
の
の
、
津
波
が

押
し
寄
せ
て
船
も
ろ
と
も
転
覆
し
た
の
で
し
た
。

こ
の
『
嘉
永
七
年
寅
十
一
月
大
坂
大
地
震
大
津

波
』
は
『
嘉
永
七
年
寅
十
一
月
諸
国
大
地
震
大
津

波
な
ら
び
に
出
火
』（
図
⑤・
大
阪
城
天
守
閣
蔵
）

と
合
わ
せ
て
一
枚
と
な
っ
て
い
ま
す
。
右
半
分
が

大
阪
の
、
左
半
分
が
全
国
の
被
災
情
報
。
詳
細
な

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
が
あ
り
、
具
体
的
な
死
傷
者
数

過
去
の
火
事
の
被
災
範
囲
の
地
図
と
概
要
が
書
か

れ
、
心
得
が
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
保
存
版
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

速
報
集
か
ら
保
存
版
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
か
わ
ら

版
を
見
て
い
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
見
て
い

る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
情
報
の
信
憑
性

が
疑
問
視
さ
れ
る
も
の
が
混
じ
っ
て
い
る
と
こ
ろ

も
、
時
間
が
経
つ
と
お
ま
と
め
サ
イ
ト
が
で
き
る

と
こ
ろ
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
よ
く
似
て
い
ま

す
。
今
も
昔
も
、
大
き
な
出
来
事
を
記
録
し
、
残

そ
う
と
す
る
気
持
ち
は
お
な
じ
よ
う
で
す
。

宝
永
大
地
震
の
50
回
忌
が
梅
田
墓
で
お
こ
な
わ
れ

た
こ
と
か
ら
、
50
年
経
っ
た
あ
た
り
ま
で
は
、

人
々
の
あ
い
だ
で
宝
永
大
地
震
の
記
憶
が
残
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
安
政
大
地
震

発
生
の
翌
年
、
安
政
２
年
（
１
８
５
５
年
）
に
は
、

『
被
害
者
追
悼
供
養
の
碑
』
が
建
て
ら
れ
、
そ
の

碑
文
は
『
大
地
震
両
川
口
津
波
記
』（
大
阪
市
立

図
書
館
蔵
）
と
し
て
、
か
わ
ら
版
に
も
な
り
ま
し

た
。

宝
永
大
地
震
の
津
波
の
と
き
に
も
船
で
逃
れ
よ
う

と
し
た
人
々
が
い
て
、
波
に
の
ま
れ
て
た
く
さ
ん

の
人
々
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
、
そ
れ
を
伝
え
聞
く

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
た
め
、
今
回
の
大
津

波
で
も
お
な
じ
よ
う
に
船
で
逃
げ
よ
う
と
し
て
多

く
の
人
々
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
と
同

時
に
、
大
き
な
地
震
が
来
て
も
船
で
逃
げ
よ
う
と

し
て
は
い
け
な
い
、
と
心
得
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
政
大
地
震
が
発
生
し
た
と
き
、
約
１
５
０
年
前

の
宝
永
大
地
震
の
こ
と
は
人
々
の
記
憶
か
ら
は
忘

れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
前
代
未
聞
」
と

い
う
か
わ
ら
版
の
記
載
か
ら
明
ら
か
で
す
。
し
か

し
、
記
録
は
残
っ
て
い
ま
し
た
。
大
地
震
と
大
津

波
を
経
験
し
て
、
人
々
は
忘
れ
て
い
た
宝
永
大
地

震
の
記
録
を
掘
り
起
こ
し
た
の
で
し
た
。
記
録
を

残
す
だ
け
で
も
、
ま
と
め
る
だ
け
で
も
足
り
ま
せ

ん
。
記
憶
を
つ
な
い
で
い
か
な
く
て
は
。
そ
の
思

い
を
引
き
継
い
で
、
今
号
の
つ
ひ
ま
ぶ
は
キ
タ
の

災
害
を
特
集
し
ま
す
。（
終
）

そ
の
と
き
�
か
わ
ら
版
は

な
に
を
伝
え
�
な
に
を
残
し
た
の
か
？

企
画
・
構
成
・
文
／
棚
橋
真
理

嘉
永
７
年
（
１
８
５
４
年
）
11
月
４
日
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
「
安
政
大
地
震
」
発
生

引
用
文
献
：
テ
ー
マ
展
「
南
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
リ
ー
ズ
第
11
回　

瓦
版
に
み
る
幕
末
大
坂
の
事
件
史
・
災
害
史
」（
大
阪
城
天
守
閣
）　　
【
Ｐ
２
〜
９
左
肩
】「
震
災
調
査
広
報
チ
ラ
シ
」（
大
阪
歴
史
博
物
館
蔵
）
か
ら　

速報続報詳細まとめ
ルポ保存版

図①：『大地震につき大破略記』（大阪城天守閣蔵）
大地震の様子がピンポイントで箇条書きにされ
ている、いわば速報集。ツイッターのタイムラ
インのよう。情報はアトランダムに並び、整理
されていない。

図③：『大阪大地震津波之図』（大阪市立図書館蔵）
大津波による被災地域が地図で表され、水害に
よる被害が甚大であることがわかり、安政大地
震による主な被害は水害であることがわかるよ
うになる。

図②：『本しらべ大坂大地震大破略記』（大阪市
立図書館蔵）箇条書き情報が追加され、そのぶん、
文字が小さくなる。重要な最新情報は大きな文
字で記され、情報が整理されはじめている。最
後に津波情報が急きょ追加されたような印象。

図⑤：『大坂大地震大津波、諸国大地震大津波な
らびに出火』（大阪城天守閣蔵）右が大阪の被災
情報で左が全国の被災情報。情報がまとめられ、
過去の震災史が掲載され、教訓が示されたパン
フレットのような保存版。

図④：『諸国大地震大津波細見噺の種』（大阪城
天守閣蔵）大阪以外の地域の被災情報が挿絵付
きで記載されており、全国規模の大震災であっ
たことがわかるようになる。

時
間
の
経
過
と
と
も
に

変
遷
す
る
か
わ
ら
版

時
間
の
経
過
と
と
も
に

変
遷
す
る
か
わ
ら
版

『大坂梅田墓萬燈供養図』（大阪城天守閣蔵）『大坂梅田墓萬燈供養図』（大阪城天守閣蔵）

私たちは災害をどう伝え、 なにを残したのか？
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火
災

台
風

水
害

今
か
ら
約
１
０
０
年
前
、
北

区
の
大
半
を
焼
き
尽
く
し
た

「
キ
タ
の
大
火
」
と
呼
ば
れ
る

大
火
事
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
と
き
の
様
子
を
伝
え
る

写
真
が
『
北
消
防
署
１
０
０

年
史
』
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

折
に
触
れ
て
各
所
で
写
真
の

パ
ネ
ル
展
示
な
ど
が
お
こ
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
火
事
だ
っ
た
の
か
。

お
さ
ら
い
し
ま
し
ょ
う
。

１
９
０
９
年
（
明
治
42
年
）

７
月
31
日
午
前
４
時
20
分
、

現
在
の
扇
町
総
合
高
校
付
近

の
メ
リ
ヤ
ス
製
造
販
売
所
の

ラ
ン
プ
か
ら
出
火
し
ま
す
。

出
火
と
同
時
に
市
内
は
も
ち

ろ
ん
、
隣
接
町
村
か
ら
警
察
、

消
防
組
が
来
援
し
消
火
に
努

め
る
も
、
メ
リ
ヤ
ス
は
爆
弾

の
原
料
に
す
ら
な
る
ほ
ど
燃

え
や
す
い
材
料
で
も
あ
る
の

で
、
一
気
に
燃
え
ひ
ろ
が
り

ま
す
。
付
近
の
松
ヶ
枝
小
学

校
を
類
焼
さ
せ
て
火
勢
を
強

め
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
松
ヶ

枝
町
、
壺
屋
町
を
襲
い
、
河

内
町
、
此
花
町
が
火
の
海
に
。

真
夏
の
炎
天
続
き
で
よ
く
乾

燥
し
て
い
た
こ
と
と
強
い
東

北
の
風
に
煽
ら
れ
て
、
こ
の

火
が
西
へ
西
へ
と
燃
え
ひ
ろ

が
っ
て
い
っ
た
の
で
し
た
。

火
の
手
は
南
北
に
分
か
れ
、

ひ
と
つ
は
此
花
町
か
ら
北
西

も
ち
ろ
ん
出
る
し
、
さ
な
が

ら
地
獄
絵
図
の
よ
う
だ
っ
た

と
か
。
救
援
の
船
が
次
々
に

岸
に
横
付
け
し
て
、
被
災
者

の
輸
送
に
あ
た
り
ま
し
た
。

避
難
場
所
は
中
之
島
公
会
堂
。

西
堀
川
方
面
の
火
勢
は
、
東

梅
ヶ
枝
町
、
西
梅
ヶ
枝
町
か

ら
北
野
に
達
し
、
第
２
防
火

線
と
頼
ん
だ
梅
田
新
道
も
難

な
く
突
破
。
午
後
８
時
30
分
、

つ
い
に
お
初
天
神
が
焼
け
落

ち
、
そ
の
直
後
、
蜆
橋
も
焼

け
落
ち
ま
し
た
。

猛
火
は
そ
れ
か
ら
も
ま
っ
た

く
収
ま
ら
ず
、
北
新
地
か
ら

堂
島
浜
一
帯
を
包
み
込
ん
で
、

堂
島
米
穀
取
引
所
、
桜
橋
の

劇
場
を
焼
き
、
曽
根
崎
警
察

署
と
静
観
楼
を
半
焼
し
、
曽

根
崎
川
の
橋
な
ど
を
こ
と
ご

と
く
焼
き
尽
く
し
ま
す
。

曽
根
崎
新
地
の
人
々
は
、
船

に
家
具
を
積
ん
で
火
の
粉
が

舞
う
曽
根
崎
川
を
西
へ
逃
げ

た
の
で
し
た
。
こ
の
と
き
、

風
速
は
毎
秒
17
〜
19
メ
ー
ト

ル
を
記
録
し
、
火
炎
が
う
な

り
を
あ
げ
て
空
に
舞
う
状
態

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

第
３
防
火
線
で
あ
っ
た
出
入

橋
付
近
一
帯
の
空
き
地
で
あ

る
堂
島
割
掘
も
火
勢
を
阻
む

に
は
至
ら
ず
、
堂
島
浜
通
２

丁
目
に
あ
っ
た
市
立
高
等
商

業
高
校
、
大
阪
府
立
測
候
所
、

知
事
官
舎
を
総
な
め
に
し
、

火
は
福
島
区
の
一
部
に
ま
で

達
し
た
の
で
し
た
。

折
り
か
ら
の
強
風
が
衰
え
た

こ
と
と
消
防
の
活
躍
に
よ
り
、

福
島
中
の
天
神
石
垣
か
ら
日

本
紡
績
会
社
の
高
塀
に
遮
ら

れ
て
、
よ
う
や
く
鎮
火
し
た

に
、
も
う
ひ
と
つ
は
南
に
進
み
、

天
満
宮
こ
そ
消
防
手
の
必
死

の
活
動
に
よ
り
難
を
逃
れ
た

も
の
の
、
天
神
橋
筋
２
丁
目

か
ら
南
森
町
を
一
掃
し
、
午

前
11
時
30
分
に
は
天
満
堀
川

の
岸
に
達
し
ま
す
。

第
１
防
火
線
と
決
め
た
場
所

は
、
天
満
堀
川
。
し
か
し
、

そ
の
両
岸
に
あ
る
竹
屋
が
川

中
に
差
し
出
し
て
い
た
竹
竿

を
伝
っ
て
、
あ
っ
と
い
う
間

に
火
が
西
岸
に
移
り
ま
す
。

写
真
を
見
る
と
、
焼
け
残
っ

た
家
は
な
ぜ
焼
け
残
っ
た
の

か
？
と
不
思
議
に
思
え
る
ほ

ど
の
惨
事
で
す
。

木
造
だ
っ
た
大
江
橋
も
焼
け

落
ち
ま
し
た
。

天
満
堀
川
を
越
え
る
と
、
そ

こ
は
西
天
満
。
官
公
署
や
神

社
が
ひ
し
め
く
場
所
。
西
天

満
小
学
校
が
災
禍
に
遭
い
、

老
松
座
、
老
松
神
社
は
全
焼
、

当
時
若
松
町
に
あ
っ
た
北
区

役
所
、
さ
ら
に
は
北
警
察
署
、

大
阪
控
訴
院
、
地
方
裁
判
所

ま
で
も
が
火
に
包
ま
れ
ま
す
。

大
阪
控
訴
院
前
の
堂
島
浜
一

帯
に
は
、
逃
げ
場
を
失
っ
た

群
衆
が
ど
っ
と
詰
め
か
け
て
、

持
ち
出
さ
れ
た
家
財
道
具
な

ど
も
散
乱
す
る
大
混
雑
と
な

り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
間
も
風
に
煽

ら
れ
た
火
炎
が
背
後
か
ら

迫
っ
て
き
ま
す
。
焼
死
者
は

の
は
、
出
火
か
ら
約
24
時
間

後
の
８
月
１
日
午
前
４
時
の

こ
と
で
し
た
。

出
火
と
と
も
に
北
警
察
署
を

は
じ
め
と
す
る
市
内
各
警
察

署
、
消
防
の
ほ
か
、
知
事
の

要
請
で
陸
軍
第
４
師
団
の
歩

兵
部
隊
も
出
動
し
、
天
満
堀

川
西
岸
の
第
１
防
火
線
で
民

家
の
取
り
壊
し
な
ど
に
あ
た

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
師
団

長
自
ら
が
出
馬
し
、
出
動
兵

力
は
３
，
３
９
４
名
に
達
し

た
の
で
し
た
。

罹
災
面
積
は
約
37
万
坪
。

東
西
１
，
８
５
０
間
。

罹
災
町
数
51
町
。

焼
失
戸
数
１
１
，
３
６
５
戸
。

官
公
庁
舎
11
、
学
校
８
、
寺

社
20
、
会
社
14
、
橋
梁
21
を

焼
失
す
る
未
曾
有
の
大
火
事

で
す
。

８
月
１
日
夜
に
は
臨
時
救
護

団
が
組
織
さ
れ
、
仏
照
寺
（
天

満
別
院
）、
太
融
寺
、
曽
根
崎

小
学
校
、
第
一
上
福
島
小
学
校
、

私
立
金
蘭
会
高
等
女
学
校
に

救
護
団
出
張
所
を
設
け
、
負

傷
者
の
治
療
に
あ
た
る
と
と

も
に
、
炊
き
出
し
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
こ
の
と
き
に
扱
っ

た
傷
病
者
は
１
，
６
９
３
人
。

後
に
「
キ
タ
の
大
火
」
と
呼

ば
れ
る
こ
の
大
火
事
は
当
時

の
市
民
を
大
い
に
震
え
上
が

ら
せ
、
消
防
強
化
の
世
論
と

な
っ
て
沸
騰
し
、
こ
れ
が
契

機
と
な
っ
て
、
翌
１
９
１
０

年
（
明
治
43
年
）
に
大
阪
市

消
防
規
定
が
発
布
。
同
年
４

月
１
日
に
は
大
阪
市
北
消
防

署
が
開
庁
す
る
に
至
っ
た
の

で
し
た
。（
ル
イ
ス
）

大
阪
平
野
は
淀
川
や
大
和
川

が
上
流
か
ら
運
ん
で
く
る
土

砂
が
積
も
っ
て
で
き
た
沖
積

平
野
で
、
昔
か
ら
洪
水
氾
濫

が
絶
え
な
か
っ
た
地
域
で
す
。

明
治
時
代
に
入
り
、
優
れ
た

西
洋
技
術
が
導
入
さ
れ
、
淀

川
流
域
で
も
日
本
政
府
が
招

い
た
オ
ラ
ン
ダ
人
技
師
デ
・

レ
ー
ケ
の
も
と
淀
川
治
水
工

事
に
着
手
し
ま
す
。
そ
ん
な

流
れ
の
な
か
、
１
８
８
５
年

（
明
治
18
年
）、
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
洪
水
を
き
っ

か
け
に
治
水
に
対
す
る
根
本

的
な
対
策
が
必
要
と
の
機
運

が
高
ま
り
、
淀
川
改
良
工
事

が
は
じ
ま
る
の
で
し
た
。
淀

川
は
元
来
、
河
口
域
で
は
神

崎
川
、
中
津
川
、
大
川
に
分

流
し
て
海
に
流
れ
て
い
ま
し

た
が
、
改
良
工
事
に
よ
っ
て
、

中
津
川
を
埋
め
立
て
、
真
っ

す
ぐ
で
広
い
放
水
路
を
開
削
。

こ
れ
に
よ
り
、
淀
川
上
流
域

の
水
は
大
阪
湾
ま
で
直
接
流

下
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
、
現
在
の
淀
川
で
す
。

ま
た
、
１
９
６
４
年
（
昭
和

39
年
）
の
河
川
法
改
正
後
に

は
上
流
域
に
ダ
ム
が
建
設
さ

れ
、
下
流
域
に
流
す
水
量
を

調
整
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
多
く
の
地
点
で

観
測
史
上
最
大
の
降
水
量
を

記
録
し
た
２
０
１
３
年
（
平

成
25
年
）
の
台
風
18
号
の
と

の
ジ
ェ
ー
ン
台
風
、
１
９
６

１
年
（
昭
和
36
年)

の
第
二
室

戸
台
風
。
い
ず
れ
も
比
較
的

雨
量
の
少
な
い
台
風
で
し
た

が
、
中
心
気
圧
が
低
く
、
強

い
風
を
吹
か
せ
ま
し
た
。

室
戸
台
風
で
は
、
大
阪
湾
に

高
潮
が
押
し
寄
せ
、
湾
岸
地

域
が
浸
水
。
強
い
風
は
、
当

時
ま
だ
ま
だ
木
造
建
築
が
多

か
っ
た
小
学
校
校
舎
を
あ
ち

こ
ち
で
倒
壊
さ
せ
ま
し
た
。

北
区
で
は
、
大
阪
市
立
豊
崎

第
四
尋
常
小
学
校
（
現
豊
崎

東
小
学
校
）
の
校
舎
が
倒
壊
し
、

19
名
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま

し
た
。
鶴
満
寺
境
内
に
は
、

そ
の
と
き
に
犠
牲
に
な
っ
た

児
童
の
名
を
刻
ん
だ
風
害
慰

霊
塔
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
阪
市
全
域
に
ま
で
目
を
転

じ
て
み
る
と
、
教
職
員
25
名

を
は
じ
め
６
０
０
名
を
超
す

子
ど
も
た
ち
が
亡
く
な
る
な

ど
の
甚
大
な
被
害
が
あ
り
、

追
悼
の
意
を
込
め
た
教
育
塔

が
大
阪
城
公
園
に
建
立
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
台
風

被
害
の
教
訓
か
ら
、
大
阪
市

内
の
小
学
校
校
舎
の
鉄
筋
化

も
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

第
二
室
戸
台
風
は
勢
力
も
大

き
く
、
高
潮
が
河
川
を
遡
上
し
、

中
之
島
や
堂
島
地
域
な
ど
が

浸
水
。
内
陸
域
で
の
浸
水
被

害
が
目
立
ち
ま
し
た
。

幸
い
に
し
て
、
第
二
室
戸
台

風
以
来
、
大
阪
に
は
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
す
よ
う
な
台

風
は
上
陸
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

そ
の
こ
と
で
、
過
去
の
記
憶

を
呼
び
起
こ
す
力
が
弱
ま
っ

て
い
る
よ
う
に
も
思
え
て
な

き
で
も
、
淀
川
河
口
域
の
堤

防
が
決
壊
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
上
流
域
か
ら

の
洪
水
に
対
す
る
治
水
安
全

度
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
淀

川
河
口
部
周
辺
で
す
が
、
水

害
の
リ
ス
ク
が
ゼ
ロ
に
な
っ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

近
年
頻
繁
に
発
生
し
て
い
る

集
中
豪
雨
に
よ
る
局
地
的
な

浸
水
被
害
、
台
風
に
よ
る
高
潮
、

大
地
震
に
よ
る
津
波
な
ど
の

リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。
高
潮

と
は
、
台
風
な
ど
の
低
気
圧

が
接
近
す
る
際
に
気
圧
の
低

下
に
よ
り
海
面
が
吸
い
上
げ

ら
れ
た
り
、
ま
た
沿
岸
部
か

ら
の
強
い
風
に
よ
り
海
水
が

湾
岸
部
へ
吹
き
寄
せ
ら
れ
る

こ
と
で
、
通
常
よ
り
海
面
が

高
く
な
る
現
象
で
す
。
そ
の

結
果
、
海
水
が
防
潮
堤
な
ど

を
乗
り
越
え
浸
水
被
害
が
発

生
し
ま
す
。
大
阪
平
野
に
は

海
抜
０
メ
ー
ト
ル
地
帯
が
数

多
く
あ
り
、
一
度
洪
水
が
襲
っ

て
く
る
と
容
易
に
排
水
が
で

き
な
い
た
め
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
す
。

過
去
に
大
阪
を
襲
っ
た
台
風

の
な
か
で
、
高
潮
被
害
を
も

た
ら
し
た
代
表
的
な
台
風
は
、

３
つ
あ
り
ま
す
。
１
９
３
４

年
（
昭
和
９
年
）
の
室
戸
台
風
、

１
９
５
０
年
（
昭
和
25
年
）

り
ま
せ
ん
。

「
今
の
若
い
人
は
台
風
の
本
当

の
怖
さ
を
知
り
ま
せ
ん
」。

大
阪
市
西
区
に
あ
る
「
津
波
・

高
潮
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
ガ

イ
ド
の
方
の
言
葉
を
耳
に
し

た
と
き
、
あ
ら
た
め
て
、
台

風
に
よ
る
被
害
を
経
験
し
て

い
な
い
世
代
が
多
い
こ
と
に

気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。「
津

波
・
高
潮
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、

津
波
・
高
潮
災
害
に
対
す
る

防
災
と
啓
発
の
機
能
を
有
す

る
大
阪
府
の
施
設
で
す
。
近

い
将
来
発
生
す
る
と
さ
れ
て

い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
津

波
の
恐
怖
を
音
と
映
像
に

よ
っ
て
体
感
で
き
る
体
感
シ

ア
タ
ー
（
ダ
イ
ナ
キ
ュ
ー
ブ
）

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が

で
き
る
施
設
で
す
。

我
が
家
で
は
家
族
全
員
で
「
津

波
・
高
潮
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

を
訪
れ
、
津
波
の
怖
さ
、
大

阪
市
は
水
害
に
弱
い
地
域
で

あ
る
こ
と
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。
そ
し
て
帰
宅
後
に
家
族

で
防
災
会
議
を
開
き
、
い
ざ

と
な
っ
た
ら
各
自
が
て
ん
で

ん
ば
ら
ば
ら
に
逃
げ
る
「
津

波
て
ん
で
ん
こ
」
に
つ
い
て

も
話
し
合
い
ま
し
た
。

巨
大
津
波
災
害
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
ふ
た
つ
の
大

切
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ひ

と
つ
は
「
津
波
か
ら
逃
げ
切

る
」
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
は

「
津
波
災
害
を
乗
り
越
え
て
生

き
抜
く
」
こ
と
。
ダ
イ
ナ

キ
ュ
ー
ブ
の
映
像
の
最
後
に

表
示
さ
れ
る
東
北
大
学
・
越

村
俊
一
教
授
の
言
葉
が
、
と

て
も
印
象
的
で
し
た
。

（
平
井
裕
三
）

写
真
で
振
り
返
る
「
キ
タ
の
大
火
」

水

火
明
治
42
年
、
空
心
町
（
現
在
の
扇
町
総
合
高
校
付
近
）
よ
り
火
災
発
生
。

24
時
間
で
北
区
の
大
半
を
焼
き
尽
く
す
。
そ
し
て
、
北
消
防
署
の
開
庁
へ
。

高
潮
被
害
を
学
び

津
波
へ
の
恐
怖
と
向
き
合
う

水
害
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
川
と
共
存
し
て
き
た
北
区
。

い
ま
一
度
、
津
波
や
水
害
に
向
き
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

お初天神
大阪控訴院（左）と北警察署（右） 天満堀川の岸

鶴満寺 風害慰霊塔防潮扉を閉鎖するのは水防団 大阪市には 354基の防潮扉がある ダイナキューブ
津波・高潮ステーション

桜橋

「キタの大火」焼失地

大江橋 空心町の火元付近

室戸台風で大阪駅前に水があふれ、交通に支障をきたした
室戸台風時の中之島公園では

大川があふれ、1.5メートル浸水した

※写真はすべて『北消防署 100 年史』より転載。

私たちは災害をどう伝え、 なにを残したのか？
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地
形

梅
田
の
地
下
街
「
ホ
ワ
イ
テ
ィ
う
め
だ
」
に
は
無
数
に
出
入
口
が
あ
り
ま
す
が
、
地
上
の
開
口
部
に
は
必
ず
段
差
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
開
口
部
の
ほ
う
が
必
ず
一
段
高
い
で
す
。
こ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
時
代
に
段
差
。
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
で
洪
水
が
発
生
し
た
と
き
、
地
下
に
水
が
流
入
し
な
い
た
め
の
措
置
な
の
で
す
。

防
災
マ
メ
知
識

十
三
大
橋
の
た
も
と
に
水
防
碑
が
あ
り
ま
す
。「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」。
裏
に
、
こ
の
地
域
の
災
害
の
特
徴
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
９
年
の
室
戸
台
風
、
昭
和
36
年
の
第
二
室
戸
台
風
に
よ
り
多
く
の
人
命
と
財
産
が
失
わ
れ
た
と
の
こ
と
。
記
憶
を
つ
な
ぐ
た
め
の
装
置
が
、
こ
こ
に
も
あ
り
ま
す
。

防
災
マ
メ
知
識

「
水
防
に
は
、
上
り
坂
や
下
り
坂
以
外
に
、〝
ま
さ

か
〞
と
い
う
坂
が
あ
る
。〝
ま
さ
か
〞
を
考
え
て
お

か
な
あ
か
ん
」
と
語
る
柗
永
さ
ん
。
柗
永
さ
ん
は
、

淀
川
左
岸
水
防
事
務
組
合
に
長
年
勤
め
て
き
た
水

防
の
専
門
家
で
す
。

組
合
で
は
、
淀
川
の
水
害
か
ら
北
区
を
守
る
た
め
、

水
防
工
法
の
訓
練
を
毎
年
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

堤
防
の
上
に
土
の
う
を
積
み
上
げ
る
「
積
土
の
う

工
法
」。
堤
防
の
傾
斜
地
（
の
り
面
）
か
ら
水
が
漏

れ
だ
し
た
と
き
に
は
「
月
の
輪
工
法
」。
土
の
う
を

半
円
形
に
積
み
上
げ
て
水
を
貯
め
、
河
川
と
の
水

位
差
を
縮
め
て
水
圧
を
弱
め
、
水
漏
れ
の
拡
大
を

防
ぐ
工
法
で
す
。
平
地
か
ら
水
が
吹
き
だ
し
た
と

き
に
は
、
土
の
う
を
円
形
に
積
み
上
げ
て
水
漏
れ

の
拡
大
を
防
ぐ
「
釜
段
工
法
」…

。
土
の
う
を
積

む
の
に
も
、
漏
水
場
所
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
工

法
が
あ
り
、
覚
え
て
お
く
と
役
立
ち
ま
す
。

ま
た
、
柗
永
さ
ん
が
子
ど
も
だ
っ
た
頃
の
出
来
事

も
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
台
風
で
大
雨
の
と
き
に

堤
防
を
見
に
行
っ
た
ら
、
堤
防
の
上
の
方
で
蛇
が

何
10
匹
も
集
ま
っ
て
塊
に
な
っ
て
た
。
そ
れ
を
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
伝
え
た
ら
、
い
つ
で
も
逃
げ
ら
れ

る
準
備
を
し
と
き
、
と
言
わ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
１

時
間
後
に
、
上
流
の
堤
防
が
決
壊
や
」。
水
防
工
法

と
違
っ
て
科
学
的
な
根
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
大
雨
で
堤
防
が
決
壊
す
る
と
き
、
前
兆
と
し

て
動
物
が
異
常
行
動
を
と
る
例
は
、
と
き
ど
き
耳

に
し
ま
す
。

こ
れ
だ
け
は
覚
え
て
お
い
て
ほ
し
い
、
と
柗
永
さ
ん

が
話
し
て
く
れ
た
の
は
、
こ
ん
な
話
で
す
。「
水
害
時

に
外
を
歩
く
と
き
は
、〝
転
ば
ぬ
先
の
杖
〞
を
持
っ
て

お
く
こ
と
や
。
で
な
い
と
、
穴
に
落
ち
て
死
ぬ
」。

大
雨
で
下
水
に
大
量
の
水
が
流
れ
る
と
、
水
圧
で

マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
が
吹
き
飛
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

す
る
と
深
さ
10
メ
ー
ト
ル
以
上
の
落
と
し
穴
が
で

き
ま
す
。
し
か
し
、
冠
水
し
た
道
路
で
は
穴
の
場

所
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
は
、
杖
で
足

元
を
確
認
し
な
が
ら
歩
き
、
落
下
を
防
げ
、
と
。

文
字
通
り
、〝
ま
さ
か
〞
に
備
え
る
〝
転
ば
ぬ
先
の

杖
〞
で
す
ね
。（
Ｔ
ａ
ー
ｙ
ａ
ｎ
ｇ
）

人
間
は
昔
か
ら
、
口
承
や
か
わ
ら
版
な
ど
を
通
じ
て
、

災
害
に
関
す
る
情
報
を
伝
え
て
き
た
わ
け
で
す
が
、

そ
の
技
術
は
、
今
や
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
の
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
を
越
え
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
と
移
行
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
力
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、

い
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
東
日
本
大
震
災
。
電
話
が
つ

な
が
ら
ず
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
も
情
報
収
集
に
苦
戦
す

る
な
か
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
上
に
被
災
地
の
状
況
や
人
の

安
否
を
伝
え
る
つ
ぶ
や
き
が
大
量
に
投
稿
さ
れ
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
拡
散
さ
れ
た
の
で
し
た
。
し
か
し
、

そ
こ
で
は
、
玉
石
混
交
の
情
報
が
氾
濫
。
そ
の
一
方

で
、
い
ち
早
く
情
報
の
「
整
理
」
に
取
り
組
ん
だ
の

が
、
か
ね
て
か
ら
世
界
中
の
情
報
を
整
理
す
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ
く
り
を
目
標
と
し
て
き
た
グ
ー

グ
ル
社
で
し
た
。

グ
ー
グ
ル
は
、
地
震
発
生
か
ら
わ
ず
か
２
時
間
足
ら

ず
で
、
安
否
情
報
の
検
索
サ
ー
ビ
ス
「
パ
ー
ソ
ン

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
」
を
開
始
。
避
難
所
か
ら
名
簿
の
写

真
を
取
り
寄
せ
、
ス
タ
ッ
フ
の
手
で
一
人
一
人
の
名

前
を
入
力
し
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ス
タ
ッ
フ

だ
け
で
は
手
が
足
り
な
か
っ
た
た
め
、
ネ
ッ
ト
ユ
ー

ザ
ー
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
延
べ
約
５
，
０
０

０
人
が
入
力
作
業
に
参
加
。
行
政
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

も
情
報
提
供
に
協
力
し
、
１
ヶ
月
余
り
で
約
67
万
件

の
デ
ー
タ
が
登
録
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
グ
ー
グ
ル
は
、
被
災
地
の
衛
星
写
真
や
避
難

所
情
報
マ
ッ
プ
の
ほ
か
、
本
田
技
研
工
業
か
ら
提
供

さ
れ
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
過
去
４
時
間
の
う
ち
車

両
の
通
行
実
績
の
あ
っ
た
道
路
を
表
示
す
る
「
自
動

車
通
行
実
績
情
報
マ
ッ
プ
」
を
、
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ

に
よ
っ
て
公
開
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
グ
ー
グ
ル
は
、
行
政
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、

企
業
、
ユ
ー
ザ
ー
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
ま
さ
に
災

害
情
報
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
機
能
し
た
の

で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
の
手
段
と
し
て
活
用
さ

れ
た
の
が
、
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
。
地
図
は
、
空
間
上

に
散
ら
ば
っ
た
情
報
を
整
理
し
、
一
覧
化
す
る
の
に

最
適
な
道
具
で
す
。
と
り
わ
け
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
で

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
１
枚
の
地
図
に
ご
ち
ゃ
混

ぜ
に
す
る
の
で
は
な
く
、
い
く
つ
も
の
レ
イ
ヤ
ー

（
層
）
に
分
け
て
整
理
し
た
う
え
で
表
示
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
自

体
も
ま
た
災
害
情
報
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て

有
用
で
あ
る
こ
と
が
、
震
災
を
き
っ
か
け
に
証
明
さ

れ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
今
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
も
、

グ
ー
グ
ル
は
「
パ
ー
ソ
ン
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
」
や
「
自

動
車
通
行
実
績
情
報
マ
ッ
プ
」
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

立
ち
上
げ
る
と
と
も
に
、
地
震
発
生
か
ら
３
日
後
に

は
、「
熊
本
地
震
リ
ソ
ー
ス
マ
ッ
プ
」
を
公
開
し
ま

し
た
。
も
と
も
と
は
若
者
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
が
、
行
政
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
集
め
た
被
災
地

の
情
報
（
避
難
所
、
ス
ー
パ
ー
営
業
情
報
、
炊
き
出

し
＆
支
援
物
資
集
積
地
点
、
給
水
所
な
ど
）
を
、
自

分
で
地
図
を
編
集
で
き
る
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
の
マ
イ

マ
ッ
プ
機
能
を
使
っ
て
自
主
的
に
マ
ッ
ピ
ン
グ
。
そ

れ
が
、
グ
ー
グ
ル
公
式
の
災
害
情
報
マ
ッ
プ
に
採
用

さ
れ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
グ
ー
グ
ル
が
災
害
情
報
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
な
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
災
害
対
応
を

グ
ー
グ
ル
に
依
存
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
以
上
の
事
例
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
、
災
害
時
の
情
報
は
グ
ー
グ
ル
の
み
の
力
で
は

な
く
、
他
の
組
織
や
ユ
ー
ザ
ー
と
の
連
携
に
よ
っ
て

蓄
積
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
グ
ー
グ
ル
は
そ
の
た
め
の

土
台
を
用
意
す
る
こ
と
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く

り
、
情
報
を
一
ヶ
所
に
ま
と
め
る
役
割
を
果
た
し
て

い
る
わ
け
で
す
。

現
在
、
グ
ー
グ
ル
の
災
害
情
報
は
、「
ク
ラ
イ
シ
ス

レ
ス
ポ
ン
ス
」
と
呼
ば
れ
る
サ
ー
ビ
ス
に
統
合
さ
れ
、

そ
の
な
か
で
、
災
害
時
に
か
ぎ
ら
ず
、
防
災
マ
ッ
プ

や
避
難
所
情
報
マ
ッ
プ
、
気
象
情
報
マ
ッ
プ
な
ど
を

常
時
公
開
し
て
い
ま
す
。
防
災
マ
ッ
プ
に
関
し
て
は
、

現
時
点
で
は
東
京
都
の
も
の
に
し
か
対
応
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
各
自
治
体
で
独
自
に
作
成
さ
れ

て
き
た
防
災
マ
ッ
プ
も
、
グ
ー
グ
ル
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
集
約
さ
れ
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
グ
ー
グ
ル
は
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
の
記
憶
を
ア
ー
カ
イ
ブ
す
る
「
未
来
へ
の
キ
オ

ク
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
震
災
前
後
の
ス
ト

リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
（
現
地
の
パ
ノ
ラ
マ
写
真
）
や
ユ
ー

ザ
ー
か
ら
投
稿
さ
れ
た
写
真
・
動
画
を
公
開
。
グ
ー

グ
ル
の
技
術
は
、
実
践
的
な
災
害
対
応
だ
け
で
な
く
、

こ
う
し
て
震
災
前
の
記
憶
を
よ
み
が
え
ら
せ
、
ま
た

後
世
に
震
災
の
記
録
を
継
承
す
る
た
め
に
も
活
用
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
災
害
情
報

の
提
供
は
、
オ
ー
プ
ン
な
連
携
に
長
け
た
グ
ー
グ
ル

に
よ
っ
て
リ
ー
ド
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
グ
ー

グ
ル
以
外
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
ま
す
。
全
国
の
過
去
の
自
然
災
害
を
地
図
上

で
検
索
で
き
る
「
災
害
年
表
マ
ッ
プ
」（
防
災
科
学

技
術
研
究
所
）
も
そ
の
ひ
と
つ
。
な
ん
と
西
暦
４
１

６
年
か
ら
２
０
１
３
年
ま
で
の
約
５
万
件
の
デ
ー
タ

が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
の
導
入
に
よ
っ
て
災
害
情
報
が
充
実
し
て
い
く

な
か
、Ｉ
Ｔ
を
使
い
こ
な
せ
る
か
ど
う
か
が
、
災
害

時
の
情
報
格
差
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
り
え
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
ま
ず
は
こ
の
よ
う
な

「
災
害
史
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
ア
ク
セ
ス
し
、
自

分
の
住
む
地
域
で
過
去
に
ど
ん
な
自
然
災
害
が
あ
っ

た
か
を
知
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。（
松
岡
慧
祐
）

柗
永
正
光

聞
く

さ
ん
に

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
に
見
る
、

そ
の
と
き

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は

ど
ん
な
役
割
を

果
た
し
た
か
？

水
害
時
に

外
を
歩
く
と
き
は
、

〝
転
ば
ぬ
先
の
杖
〞
を

持
っ
て
お
く
こ
と
や
。

で
な
い
と
、

穴
に
落
ち
て
死
ぬ
。

梅
田
水
没
を
防
い
だ
と

言
わ
れ
る
歯
神
社
は
、

水
防
碑
の
一
種

エ
ス
ト
の
東
側
に
、
小
さ
な
祠
が
あ
り
ま
す
。

綱
敷
天
神
社
の
末
社
で
、「
は
が
み
さ
ん
」
と

親
し
み
を
込
め
て
呼
ば
れ
る
「
歯
神
社
」
で
す
。

今
か
ら
数
百
年
前
、
梅
田
一
帯
は
大
洪
水
に
見

舞
わ
れ
、
あ
わ
や
水
没
す
る
か
と
い
う
と
き
、

地
元
の
人
が
お
祀
り
し
て
い
た
お
稲
荷
さ
ん
の

御
神
体
で
あ
る
巨
石
が
水
を
〝
歯
止
め
〞
し
、

梅
田
の
水
没
を
防
い
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
巨
石
が
、
本
殿
地
中
深
く
に
鎮
座
し
て
い

ま
す
。
以
来
、
歯
止
め
の
神
さ
ま
と
し
て
慕
わ

れ
、
転
じ
て
、
歯
痛
に
も
ご
利
益
が
あ
る
と
も

さ
れ
て
い
ま
す
。

梅
田
は
元
来
「
埋
田
」
と
書
か
れ
た
低
湿
地
帯
。

泥
土
を
埋
め
立
て
て
田
畑
地
を
拓
い
た
場
所
で
、

た
び
た
び
水
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

ん
な
歴
史
か
ら
、「
歯
神
社
」
を
水
防
碑
の
一

種
と
し
て
見
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。（
ル
イ
ス
）

元
・
淀
川
左
岸
水
防
事
務
組
合
収
入
役

全
国
防
災
協
会
水
防
技
術
専
門
家

歯
神
社

御
由
緒

の

か
ら

綱
敷
天
神
社
末
社

【
取
り
上
げ
た
サ
イ
ト
】

「
ク
ラ
イ
シ
ス
レ
ス
ポ
ン
ス
」

https://www.google.org/crisisresponse/japan

「
未
来
へ
の
キ
オ
ク
」

https://www.m
iraikioku.com

/

「
災
害
年
表
マ
ッ
プ
」

http://dil-db.bosai.go.jp/saigai/

上
町
断
層
が
動
い
た
跡
？

謎
の
段
差
を
め
ぐ
る

噂
の
真
相

本
庄
東
１
丁
目
の
路
地
の
入
り
組
ん
だ
と
こ
ろ

に
、
謎
の
段
差
が
あ
り
ま
す
。
地
図
を
見
る
と
、

上
町
断
層
が
通
っ
て
い
る
あ
た
り
。
上
町
断
層

が
動
い
た
跡
で
は
な
い
か
と
、
本
庄
界
隈
で
は

噂
さ
れ
て
い
る
と
か
。
こ
の
噂
に
つ
い
て
、
こ
の

地
の
代
々
の
地
主
で
あ
る
木
下
正
二
郎
さ
ん
に
お
話

を
う
か
が
い
ま
し
た
。
さ
て
、
そ
の
真
相
は
い
か
に
。

「
中
世
の
時
代
、
こ
の
あ
た
り
は
海
で
、
段
差

が
あ
る
天
六
あ
た
り
は
砂
州
で
し
た
。
明
治
初

期
、
本
庄
村
（
今
の
本
庄
）
な
ど
の
村
落
は

あ
っ
た
も
の
の
、
あ
た
り
一
面
は
田
畑
で
し
た
。

都
市
部
と
し
て
宅
地
開
発
で
埋
め
立
て
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
が
、
あ
の
段
差
は
そ
の
と
き
の

名
残
で
し
ょ
う
ね
。
た
ま
た
ま
上
町
断
層
の
上

あ
た
り
に
あ
る
の
で
、
ま
こ
と
し
や
か
に
さ
さ

や
か
れ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
」
と
の
こ
と
。

ど
う
や
ら
、
ゆ
る
や
か
な
傾
斜
部
に
あ
っ
た
田

畑
を
埋
め
立
て
た
と
き
に
で
き
た
段
差
の
よ
う

で
す
。
し
か
し
、

そ
ん
な
迷
信
が

さ
さ
や
か
れ
る

裏
に
は
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
詳

細
に
つ
く
ろ
う

と
す
る
な
ど
、

こ
の
地
域
の
防

災
意
識
が
高
い

こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
の
で
す
。

（
ル
イ
ス
）

木
下
正
二
郎

聞
く

さ
ん
に

本
庄
東
１
丁
目
界
隈
の
代
々
の
地
主
さ
ん

「グーグル・クライシスレスポンス内の災害情報マップ」「グーグル・クライシスレスポンス内の災害情報マップ」

ま

つ

な

が

私たちは災害をどう伝え、 なにを残したのか？
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住
ま
い

共
助

「
水
防
団
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。
水
害
か
ら
大
切
な
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
の
、
地
域
の
住
民
に
よ
る
自
警
組
織
で
す
。
平
日
に
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
水
防
訓
練
に
毎
回
参
加
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
若
い
団
員
も
増
え
て
い
ま
す
。
現
在
水
防
団
員
を
募
集
中
。
お
問
い
合
わ
せ
は
北
区
役
所
地
域
課
ま
で
。

防
災
マ
メ
知
識

淀
川
と
大
川
を
隔
て
る
水
門
の
毛
馬
閘
門
は
、
大
川
に
流
れ
る
水
量
を
調
整
す
る
と
同
時
に
大
川
の
水
を
強
制
排
水
す
る
た
め
の
排
水
シ
ス
テ
ム
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
排
水
パ
ワ
ー
が
す
ご
い
ん
で
す
。
な
ん
と
、
毎
秒
３
３
０
ト
ン
。
こ
れ
、
甲
子
園
球
場
を
30
分
で
満
杯
に
す
る
量
で
す
よ
！

防
災
マ
メ
知
識

「
派
遣
先
は
釜
石
市
の
『
地
域
づ
く
り
推
進
室
』。

東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
て
半
年
後
の
９
月
４

日
か
ら
10
月
１
日
ま
で
派
遣
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

自
分
か
ら
手
を
挙
げ
た
ん
で
す
。
あ
れ
だ
け
の

被
害
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
突
き
動
か
さ
れ

る
も
の
が
あ
っ
た
し
、
行
く
な
ら
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
で
は
な
く
、
行
政
職
員
と
し
て

の
責
任
を
伴
う
〝
仕
事
〞
と
し
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
」。

派
遣
先
で
担
う
仕
事
は
、
仮
設
住
宅
地
域
の
つ
な

が
り
の
支
援
と
自
治
会
組
織
を
つ
く
る
、
仮
設
住

宅
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
で
す
。
当

時
、
瀧
水
将
喜
さ
ん
は
北
区
役
所
の
「
市
民
協
働

課
」
で
働
い
て
お
り
、
ま
さ
に
北
区
内
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
調
整
役
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

経
験
を
生
か
す
こ
と
で
被
災
地
の
役
に
立
つ
こ
と

が
で
き
る
、
そ
ん
な
行
政
マ
ン
と
し
て
の
誇
り
が

彼
を
被
災
地
に
向
か
わ
せ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

も
っ
と
も
、
ゼ
ロ
か
ら
自
治
会
を
つ
く
る
の
は

大
変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
話
を
聞
い
て
も
ら
う

と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
る
に
し
て
も
、
大
阪
か
ら

来
た
行
政
の
人
間
と
い
う
こ
と
で
、
構
え
る
人

も
た
く
さ
ん
い
た
の
だ
と
か
。

「
交
流
会
参
加
を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ
も
、
一
軒

一
軒
訪
問
し
て
、
話
を
し
な
が
ら
配
っ
て
い
き

ま
し
た
。
交
流
会
だ
け
だ
と
来
て
も
ら
え
な
い

か
も
し
れ
な
い
の
で
、
支
援
物
資
の
配
布
も
お

こ
な
い
ま
す
っ
て
、
オ
マ
ケ
も
つ
け
て
ね
（
笑
）」。

当
時
、
釜
石
市
内
に
仮
設
住
宅
は
66
ヶ
所
あ
り
、

大
き
な
と
こ
ろ
で
は
約
２
０
０
戸
、
小
さ
な
と
こ

ろ
で
は
10
数
戸
で
形
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
瀧
水

さ
ん
は
、
う
ち
６
ヶ
所
の
仮
設
住
宅
を
担
当
。

「
そ
も
そ
も
、
自
治
会
を
新
た
に
つ
く
る
こ
と

を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
難
し
い
。
僕
も
、

期
間
限
定
の
仮
設
住
宅
に
自
治
会
っ
て
必
要
な

の
か
な
？
っ
て
最
初
は
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で

も
、
ゴ
ミ
出
し
当
番
、
雪
か
き
、
駐
車
場
の
ス

ペ
ー
ス
、
病
人
が
出
た
ら…

。
ル
ー
ル
を
つ
く

ら
な
い
と
、
ど
こ
か
に
負
担
が
か
か
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
た
だ
し
、
仮
設
住
宅
は
未
来
永
劫
続

く
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
あ
ま
り
カ
チ
ッ
と
せ

ず
、
ゆ
る
や
か
な
も
の
に
す
る
の
が
テ
ー
マ
」。

「
リ
ー
ダ
ー
選
び
も
、
仮
設
住
宅
の
方
々
に
お

任
せ
し
た
ら
譲
り
合
い
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
は

一
本
釣
り
で
。
で
き
る
だ
け
自
主
性
に
お
任
せ

し
ま
す
が
、
強
引
に
行
く
と
こ
ろ
と
お
任
せ
す

る
と
こ
ろ
の
バ
ラ
ン
ス
が
難
し
か
っ
た
で
す
」。

い
ろ
ん
な
意
味
に
お
い
て
、
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

の
が
重
要
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

「
現
地
の
人
た
ち
は
必
ず
復
興
す
る
と
燃
え
て

い
ま
し
た
よ
。
被
災
者
で
は
な
く
『
復
興
者
』

だ
！
っ
て
ね
。
津
波
や
海
を
怖
が
っ
て
い
な
い

子
ど
も
た
ち
に
救
わ
れ
た
し
、
勇
気
も
も
ら
い

ま
し
た
。
ま
た
来
ま
す
と
約
束
も
し
ま
し
た
」。

そ
う
語
る
瀧
水
さ
ん
の
口
調
か
ら
は
、
得
難
い

経
験
が
、
行
政
マ
ン
と
し
て
の
彼
の
キ
ャ
リ
ア

を
豊
か
な
も
の
に
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
の
で
し
た
。（
ル
イ
ス
）

大
阪
市
で
は
、
厚
労
省
を
通
じ
て
、
熊
本
地
震

の
前
震
が
発
生
し
た
３
日
後
の
４
月
17
日
に
は
、

す
で
に
保
健
師
が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
降
、

順
次
交
代
で
派
遣
さ
れ
、
北
区
役
所
か
ら
は
真

田
理
恵
さ
ん
が
５
月
22
日
〜
26
日
の
５
日
間
、

派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
派
遣
先
は
、
熊
本
市
西
原

村
の
中
学
校
の
体
育
館
。
そ
こ
は
、
２
２
０
人

が
収
容
さ
れ
て
い
る
避
難
所
で
す
。

「
第
１
フ
ェ
ー
ズ
で
は
ケ
ガ
人
や
病
人
の
手
当

て
、
ト
イ
レ
清
掃
な
ど
、
感
染
症
と
エ
コ
ノ

ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
の
予
防
が
最
大
の
テ
ー
マ

に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
が
派
遣
さ
れ
た
と
き
は
、

前
震
発
生
か
ら
１
ヶ
月
以
上
が
経
ち
、
避
難
所

の
現
場
も
ひ
と
息
つ
い
て
、
日
常
が
は
じ
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
避
難
所
か
ら
通
勤
や
通
学
す
る

人
が
増
え
、
日
中
に
避
難
所
に
い
る
人
は
20
人

く
ら
い
。
大
半
が
高
齢
者
で
す
。
エ
コ
ノ
ミ
ー

ク
ラ
ス
症
候
群
を
防
ぐ
た
め
に
体
操
を
し
た
り
、

気
持
ち
を
解
き
ほ
ぐ
す
た
め
に
、
み
ん
な
で
楽
し

く
笑
っ
た
り
、
歌
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
体
操
を
し
た

り
。
先
行
き
が
不
透
明
で
鬱
に
な
り
や
す
い
の
で
、

心
を
動
か
し
て
も
ら
う
こ
と
に
努
め
て
い
ま
し
た
」。

メ
ン
タ
ル
ケ
ア
と
い
っ
て
も
、
仕
事
は
さ
ま
ざ
ま
。

「
避
難
所
か
ら
ご
自
宅
に
戻
ら
れ
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
そ
の
方
た
ち
の
家
も
訪
問

し
、
健
康
相
談
や
メ
ン
タ
ル
の
相
談
に
も
乗
り

ま
す
。
昼
間
、
ひ
と
り
で
い
る
と
き
に
余
震
が

来
た
け
ど
、
テ
レ
ビ
を
つ
け
て
い
た
せ
い
で
、

自
宅
屋
根
の
瓦
が
落
ち
た
こ
と
に
気
付
か
な

か
っ
た
こ
と
が
ト
ラ
ウ
マ
に
な
っ
て
い
る
方
が

い
ま
し
た
。
以
来
、
昼
間
、
ひ
と
り
で
い
る
と

き
に
は
テ
レ
ビ
を
つ
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
と…

。

ど
ん
な
と
き
で
も
眠
れ
る
方
が
い
れ
ば
、
ひ
と

り
が
怖
い
方
も
い
る
。
そ
こ
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
」。

「
派
遣
さ
れ
る
前
に
事
前
説
明
会
が
あ
り
、
現

地
に
入
っ
て
か
ら
も
避
難
所
の
家
族
構
成
や
、

リ
ー
ダ
ー
格
の
方
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
認
知

症
の
方
の
お
世
話
を
し
て
い
る
方
な
ど
、
効
率

よ
く
細
か
い
情
報
の
引
き
継
ぎ
が
お
こ
な
わ
れ

る
の
で
、
派
遣
さ
れ
る
と
す
ぐ
に
動
け
ま
す
。

私
た
ち
は
、
避
難
所
を
地
域
に
見
立
て
て
、
エ

リ
ア
内
の
健
康
課
題
や
人
間
関
係
な
ど
を
把
握

し
、
業
務
を
お
こ
な
っ
て
い
き
ま
す
」。

20
年
前
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、
保
健
師

派
遣
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
全
国
レ
ベ
ル
で
蓄
積
さ
れ

て
き
て
お
り
、
こ
ん
な
ふ
う
に
、
系
統
立
っ
た

仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ
そ
う

で
す
。「
西
原
村
の
避
難
所
は
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
を
あ
え
て
設
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
避
難

者
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、
お
互
い
の
顔
が

見
え
る
関
係
で
生
活
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

管
理
者
の
方
は
、
50
歳
代
く
ら
い
の
男
性
職
員

で
、
ご
自
身
も
被
災
者
で
し
た
が
、
避
難
所
の

管
理
者
に
な
り
、
し
っ
か
り
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
被
災
者
の
方
々

の
人
柄
に
も
救
わ
れ
ま
し
た
。
来
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
！
っ
て
言
っ
て
い
た
だ
い
て
」。

今
日
も
、
支
援
の
現
場
で
は
保
健
師
さ
ん
が
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。（
ル
イ
ス
）

真
田
理
恵

聞
く

さ
ん
に

避
難
所
を
地
域
に
見
立
て
、

エ
リ
ア
内
の
健
康
課
題
や

人
間
関
係
な
ど
を
把
握
し
て
、

仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

保
健
師
と
し
て
熊
本
地
震
の
避
難
所
へ

運
営
支
援
に
派
遣
さ
れ
た

瀧
水
将
喜

聞
く

さ
ん
に

仮
設
住
宅
で
あ
っ
て
も

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
必
要
。

必
ず
、

ル
ー
ル
が
必
要
に
な
る
。

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
半
年
後
に

釜
石
市
に
派
遣
さ
れ
た
北
区
役
所
職
員
（
当
時
）

気
持
ち
と
、
こ
ん
な
も
ん
な
ん
だ
な
ぁ
と
い
う

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
な
が
ら
大
学
に
到

着
す
る
と
、
体
育
館
に
は
学
生
や
地
域
の
方
が

１
，
０
０
０
人
近
く
避
難
し
て
き
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
２
週
間
、
避
難
所
運
営
に
関
わ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。

日
頃
か
ら
の
防
災
教
育
で
、
最
近
で
は
あ
た
り

ま
え
の
よ
う
に
耳
に
す
る
「
共
助
」
の
大
切
さ
。

し
か
し
、
体
育
館
に
来
た
学
生
と
地
域
の
方
が

日
頃
か
ら
顔
見
知
り
で
あ
っ
た
と
は
思
え
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
、
一
緒
に
逃
げ
て
き
て
、
避
難

生
活
が
で
き
る
の
で
す
。

あ
る
方
は
、「
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
ず
家
の

外
に
出
て
い
た
ら
、
ア
パ
ー
ト
の
２
階
に
住
ん

で
い
る
大
学
生
に
声
を
か
け
て
も
ら
い
一
緒
に

避
難
し
て
き
た
」
と
言
い
ま
す
。「
た
ま
に
は
大

学
に
散
歩
が
て
ら
来
た
い
と
思
い
ま
す
」。
避
難

所
を
出
て
い
く
と
き
に
、
そ
う
涙
を
流
し
な
が

ら
学
生
に
あ
い
さ
つ
し
て
帰
ら
れ
る
方
も
い
ま

し
た
。「
い
つ
か
熊
本
大
学
に
入
っ
て
、
僕
も
お

兄
さ
ん
た
ち
み
た
い
に
な
り
た
い
」。
そ
ん
な
お

礼
状
を
く
れ
た
小
学
生
も
い
ま
し
た
。「
地
域
に

英
語
を
話
せ
る
人
が
こ
ん
な
に
い
る
と
思
わ
な

か
っ
た
。
も
っ
と
仲
良
く
な
り
た
い
」。
そ
う

言
っ
て
笑
う
、
イ
ン
ド
人
留
学
生
の
家
族
も
い

ま
し
た
。

避
難
所
生
活
で
の
数
日
が
、
そ
の
後
の
関
係
を

良
く
も
悪
く
も
左
右
す
る
。
避
難
訓
練
よ
り
、

避
難
所
運
営
訓
練
を
す
る
ほ
う
が
大
事
だ
と
さ

え
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
学
生
た
ち
が
教
え
て
く
れ
た
の
は
、
私
た
ち

天
神
橋
筋
商
店
街
の
関
西
大
学
リ
サ
ー
チ
ア
ト

リ
エ
を
巣
立
っ
て
２
年
、
新
天
地
・
熊
本
に
慣

れ
た
頃
、
思
い
も
し
な
い
こ
と
が
起
こ
り
ま
し

た
。

２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
４
月
14
日
と
16
日

に
発
生
し
た
熊
本
地
震
。
世
の
な
か
で
は
前
震

と
本
震
と
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
私
の

な
か
で
は
〝
一
発
目
〞
と
〝
二
発
目
〞
と
い
っ

た
感
じ
で
す
。
復
興
政
策
を
研
究
す
る
者
と
し

て
、
防
災
に
は
ず
い
ぶ
ん
と
関
わ
っ
て
き
た
つ

も
り
で
し
た
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
地
震
は
私
に

と
っ
て
〝
思
い
も
し
な
い
〞
出
来
事
だ
っ
た
の

で
す
。
て
ん
や
わ
ん
や
し
た
あ
の
日
を
振
り
返

り
な
が
ら
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
振
り
ま
わ
さ
れ
、

至
る
と
こ
ろ
に
不
満
は
あ
り
ま
し
た
が
、
せ
っ

か
く
な
の
で
少
し
元
気
の
出
る
お
話
を
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

14
日
の
揺
れ
は
、
研
究
室
に
い
る
と
き
で
し
た
。

目
の
前
に
あ
る
パ
ソ
コ
ン
が
倒
れ
、
本
棚
の
本

が
飛
び
出
し
て
い
く
の
が
見
え
ま
し
た
が
動
く

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
打
ち
か
け
の
原
稿
が
保

存
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
頭
は
真
っ
白
に

な
る
な
か
、「
机
の
下
に
も
ぐ
ろ
う
か
」
と
思
っ

た
ら
事
務
机
の
下
が
意
外
に
も
（
私
の
身
体
に

は
）
狭
く
て
入
れ
な
い
。

16
日
の
揺
れ
は
す
で
に
布
団
の
な
か
だ
っ
た
の

で
、
外
に
出
よ
う
と
し
ま
し
た
が
枕
元
に
置
い

た
メ
ガ
ネ
が
ど
こ
か
に
行
っ
て
し
ま
い
、
し
ば

ら
く
「
メ
ガ
ネ
、
メ
ガ
ネ…

」
の
状
態
。〝
地
震

が
あ
っ
た
ら
机
の
下
〞
も
、〝
枕
元
に
は
靴
〞
と

か
〝
枕
元
に
は
懐
中
電
灯
〞
も
、
私
に
は
な
ん

の
役
に
も
立
た
な
い
も
の
で
し
た
。
情
け
な
い

す
。

避
難
さ
れ
た
方
は
、
一
日
２
回
し
か
食
事
が
な

い
の
に
、
朝
か
ら
掃
除
だ
配
食
だ
と
こ
き
使
わ

れ
ま
す
。
そ
れ
で
も
、「
何
か
手
伝
う
よ
」
と
毎

日
お
手
伝
い
を
申
し
出
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。
問
題
は
、「
や
れ
ば
で
き
る
は
ず
な

の
に
、
や
ら
な
く
て
も
い
い
環
境
」
を
つ
く
っ

て
し
ま
う
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
あ
た
り
ま
え

だ
と
思
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

机
の
下
も
懐
中
電
灯
も
、
そ
し
て
こ
れ
ま
で
の

共
助
中
心
の
防
災
教
育
も
、
私
に
と
っ
て
は
ど

れ
ひ
と
つ
を
と
っ
て
も
、〝
思
っ
て
い
た
の
と
は

違
っ
た
〞
も
の
で
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
学
生
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
す

ご
か
っ
た
。
大
阪
の
み
な
さ
ん
、〝
今
ど
き
の
若

い
や
つ
〞
も
、
案
外
や
る
も
ん
で
す
よ
。（
終
）

の
体
育
館
の
よ
う
に
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
も
、
震
災
を
機
に
人
に
優
し
く
す

る
ス
イ
ッ
チ
が
入
る
と
い
う
こ
と
。
要
は
、
こ

の
入
り
や
す
く
な
っ
た
ス
イ
ッ
チ
が
固
く
な
ら

な
い
よ
う
な
刺
激
を
ど
う
与
え
る
か
。
そ
れ
を

仕
掛
け
て
い
く
の
が
、
私
の
こ
れ
か
ら
の
役
目

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
の
避
難
所
運
営
で
、
私
は
特
別
難
し
い
こ

と
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
学
生
に
お
願
い
し
た
の

は
、「
声
か
け
」
を
徹
底
す
る
こ
と
と
「
居
心
地

の
良
す
ぎ
な
い
」
空
間
を
つ
く
る
こ
と
。
避
難

所
で
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
て
嫌
な
気
分

に
な
る
人
は
い
ま
せ
ん
。
救
護
班
の
学
生
に
は

「
血
圧
で
も
測
り
ま
し
ょ
う
か
？
」
と
ま
わ
っ
て

も
ら
い
、
環
境
班
の
学
生
に
は
「
ゴ
ミ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
」
と
ま
わ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

２
週
間
も
続
け
て
い
れ
ば
、
仲
良
く
も
な
り
ま 安

部
美
和

震
災
を
機
に
、
人
に
優
し
く
す
る
ス
イ
ッ
チ
が
入
り
ま
す
。

こ
の
ス
イ
ッ
チ
が
固
く
な
ら
な
い
よ
う
、
刺
激
を
与
え
る
の
が
私
の
役
目
。

元
関
西
大
学
リ
サ
ー
チ
ア
ト
リ
エ
・
ポ
ス
ト
ド
ク
ト
ラ
ル
フ
ェ
ロ
ー

熊
本
大
学
地
域
創
生
推
進
室
・
特
任
助
教

4月16日夜の学生による避難所本部。大雨洪水警報が発令されたこの日は、
水害に備えて避難口の確認や避難誘導の順番が検討され、持ち場を決めた。
運営には、文化祭実行委員会（紫熊祭）、生協組織部、体育会といった団
体やサークル、スポーツ福祉学科、看護科の学生などが集まった。

留学生による子ども向けのお絵かき会。画材は教育学部から支援され、国
籍に関係なく子どもも親も参加した。子どもたちが描いた絵は、４月 30
日の避難所閉鎖の日まで施設内に掲示された。

私たちは災害をどう伝え、 なにを残したのか？
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リ
ン
と
か
す
か
な
音
を
し
て
地
下
に
吸
い

こ
ま
れ
た
。
ふ
り
返
る
と
一
人
の
ホ
ー
ム

レ
ス
が
訪
れ
て
い
る
の
を
見
た
。「
し
ま
っ

た
な
あ
。
お
饅
頭
か
果
物
を
供
え
て
あ
げ

た
ら
よ
か
っ
た
な
あ
」
と
胸
が
チ
ク
ッ
と

し
た
（
天
六
の
ネ
コ
）

助
産
婦
さ
ん
が
い
た
。
石
川
さ
ん
と
云
っ

た
。
優
し
く
信
仰
心
の
厚
い
方
で
あ
っ
た
。

彼
女
の
敷
地
の
中
に
、
江
戸
時
代
と
伝
え

ら
れ
る
数
基
の
無
縁
さ
ん
が
あ
り
、
石
川

さ
ん
は
お
供
養
を
欠
か
し
た
こ
と
が
な

か
っ
た
。
突
然
地
上
げ
屋
が
現
わ
れ
、
激

し
く
立
退
き
を
迫
っ
た
。
石
川
さ
ん
は
こ

こ
に
お
地
蔵
さ
ま
を
建
立
し
、
無
縁
さ
ん

を
葬
む
る
こ
と
を
條
件
に
立
退
い
た
。
や

が
て
年
移
り
、
石
川
さ
ん
は
亡
く
な
っ
た
。

然
し
地
元
の
住
人
は
建
立
さ
れ
た
お
地
蔵

さ
ん
を
親
し
み
を
こ
め
て
厚
く
信
仰
し
た
。

８
月
24
日
地
蔵
盆
の
宵
、
楽
し
く
輪
に

な
っ
て
踊
る
地
元
の
人
々
の
姿
が
あ
っ
た
。

路
地
が
あ
る
。
石
段
が
あ
る
。
戦
前
こ
の

路
地
を
横
切
っ
て
（
淀
川
）
中
津
川
へ
通

じ
る
小
さ
な
川
（
井
路
川
）
が
流
れ
て
い

た
名
残
り
で
あ
る
。

そ
の
段
差
を
南
に
進
み
、
西
に
折
れ
曲
る

と
、
長
屋
の
家
並
み
の
中
に
抱
か
れ
る
よ

う
に
、
北
向
き
正
太
郎
坊
地
蔵
尊
が
坐
ま

す
。

80
年
ほ
ど
昔
、
こ
の
辺
り
に
住
む
祈
祷
師

が
突
然
云
い
だ
し
た
。
こ
の
お
地
蔵
さ
ん

は
霊
験
あ
ら
た
か
な
佛
さ
ん
で
、
こ
の
長

屋
を
火
事
の
類
焼
か
ら
防
ぎ
、
赤
ち
ゃ
ん

は
み
ん
な
障
害
を
持
た
な
い
で
健
や
か
に

出
生
す
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
お
地
蔵
さ

ん
正
太
郎
坊
は
正
と
云
う
位
い
が
あ
る
と
。

長
屋
の
人
々
は
こ
れ
を
信
じ
、
今
も
深
く

崇
拝
し
な
が
ら
も
頼
り
に
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

め
を
と
地
蔵
（
金
時
食
品
の
前
）

戦
災
で
焼
け
ま
し
た
ん
や
。
そ
い
で
修
復

し
て
ま
ん
ね
ん
け
ど
、
う
ま
い
こ
と
い
っ

て
ま
へ
ん
。
最
初
近
所
の
偉
い
人
が
建
て

は
っ
た
よ
っ
て
地
廻
り
地
蔵
云
い
ま
し
た

け
ど
、
二
体
仲
よ
く
な
ら
ん
で
は
る
よ
っ

て
い
つ
の
ま
に
か
め
お
と
地
蔵
さ
ん
云
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
ん
や
。
お
さ
い
銭
結

構
だ
っ
せ
。
お
さ
い
銭
も
お
供
え
も
み
ん

な
じ
き
誰
か
持
っ
て
行
き
居
り
ま
ん
ね
ん
。

　
　
　
そ
り
ゃ
え
え
こ
っ
て
す
。
こ
こ
の

お
地
蔵
さ
ん
生
き
た
は
り
ま
す
。
困
っ
た

人
貧
し
い
人
を
救
う
た
め
に
お
地
蔵
さ
ん

は
こ
こ
に
い
た
は
り
ま
す
の
や
。（
天
六
の

ね
こ
）

お
お
き
に　
え
え
こ
と
き
か
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。（
自
動
車
修
理
工
場
の
御
夫
婦
と

の
会
話
）

大
野
酒
店
の
お
地
蔵
さ
ん
（
浪
花
町
）

ま
っ
黒
で
っ
し
ゃ
ろ
。
平
成
２
年
長
屋
が

焼
け
た
と
き
一
番
に
火
が
入
り
ま
し
た
。

暑
い
こ
と
で
し
た
や
ろ
な
あ
。
昔
は
子
供

が
一
ぱ
い
よ
っ
て
地
蔵
盆
に
踊
っ
た
も
ん

で
す
の
に
。
大
野
家
の
家
敷
の
中
の
井
戸

の
中
か
ら
出
は
り
ま
し
た
。
も
う
か
れ
こ

れ
百
年
は
立
ち
ま
っ
し
ゃ
ろ
。

南
浜
墓
地
の
北
側
路
地

え
え
も
う
何
年
に
な
り
ま
す
や
ろ
か
。
わ

て
が
こ
こ
に
嫁
に
き
た
と
き
も
う
い
た
は

り
ま
し
た
さ
か
い
、
南
浜
の
お
墓
地
の
北

の
入
口
で
っ
さ
か
い
。
ま
あ
、
わ
て
ら
北

向
地
蔵
は
ん
云
う
て
ま
ん
の
や
。
お
背
丈

で
っ
か
。
メ
ジ
ャ
ー
も
っ
て
き
ま
す…

。

ち
ょ
っ
と
耳
は
遠
い
が
優
し
く
親
切
な
お

ば
さ
ん
で
し
た
。

大
淀
税
務
署
の
西
裏
は
JR
貨
物
線
が
走
っ

て
い
る
、
そ
の
木
柵
の
前
に
地
蔵
堂
が
あ

る
。
拝
し
て
お
さ
い
銭
を
投
じ
た
。
チ
ャ

坂
本
健
一
さ
ん
の
﹁
お
じ
そ
う
讃
頌
歌
﹂

追
悼
坂
本
健
一
さ
ん

路
地
︵
ロ
�
ジ)

の
角
に

居
た
は
�
た

い
つ
も
　
に
こ
に
こ

し
た
は
�
た

紅
い
頭
巾
と
よ
だ
れ
か
け

氷
雨
ふ
る
夜
も
　
暑
い
日
も

ご
ち
や
ご
ち
や
し
た
町

狭
い
道

汽
車
の
煙
り
に

噎
せ
も
せ
す

遮
断
機
降
り
る
傍
ら
の

小
さ
な

御
堂
に
坐
し
て
ま
す

お
線
香
三
本

お
婆
ち
�
ん

毎
朝
六
時
に

﹁
お
は
よ
う
さ
ん

今
日
も
　
元
気
を
　
頂
戴
ね
﹂

﹁
よ
し
　
任
せ
と
け

大
丈
夫
﹂

そ
ん
な
こ
と
云
わ
ん
け
ど

赤
頭
巾

長
屋
を
護
�
て
　
百
を
越
す

七
月
十
五
は
盂
蘭
盆
会

施
餓
鬼
す
る
日
や

路
地
の
塀
に

灯
を
点
し
　
提
灯
釣
�
て

画
を
書
い
て

路
地
の
オ
ブ
ジ
�

虹
み
た
い

近
所
の
お
ば
さ
ん

井
戸
の
そ
ば

お
に
ぎ
り
つ
く
�
て

あ
ん
こ
巻
き

集
う
　
や
ん
ち
�
に

手
づ
か
み
で

お
い
し
い
や
で
と

配
り
ま
す

三
日
間
で
す
け
ど

お
地
蔵
さ
ん

あ
ん
た
が
　
長
屋
の
主
役
で
す

共
同
便
所
　
井
戸
の
は
た

笑
い
う
ず
ま
く
　
幸
せ
は

小
さ
く
�
て
も
　
暖
か
い

照
る
日
　
曇
る
日
あ
�
た
け
ど

泣
く
事
多
い
毎
日
を

辛
抱
し
い
や
と

肩
抱
い
て
　
は
げ
ま
し
く
れ
る

仏
さ
ん

あ
ん
た
の
白
毫
　
光
�
て
る

夫
婦
喧
嘩
し
た
あ
と
で

嫁
は
ん
そ
�
と
手
を
合
す

そ
の
あ
と
　
亭
主
も

﹁
ご
め
ん
や
で

見
た
は
り
ま
し
た
か
﹂
と

照
れ
て
来
る

鰯
焼
く
煙
に
　
く
す
ぐ
ら
れ

夏
に
は
　
西
瓜
が
供
え
ら
れ

住
む
人
み
ん
な
の
　
入
口
で

火
事
な
ど
出
す
な
と

見
張
�
て
る

時
に
は
怖
い
　
お
地
蔵
さ
ん

夕
焼
け
空
が
　
後
光
で
す

ビ
ル
と
ビ
ル
の
谷
間
か
ら

朝
は
太
陽
ま
ん
前
に

す
�
く
と
立
�
た

よ
だ
れ
か
け

赤
い
マ
フ
ラ
�

お
洒
落
で
す

い
つ
か
添
う
日
が

あ
る
よ
う
に

会
社
帰
り
に
手
を
合
わ
す

若
も
の
た
ち
に

目
を
細
め

良
え
よ
う
に
な
る

近
い
う
ち

云
う
て
下
さ
る
お
地
蔵
さ
ん

あ
ん
た
の
路
地
で
育
�
た
子

学
校
ゆ
く
道
　
帰
る
道

ち
�
こ
ん
と

頭
下
げ
て
た
子

そ
の
子
が
　
こ
ん
な
に

成
長
し
　
頼
ん
で
く
る
こ
と

変
�
て
来
た

﹁
ま
か
し
と
い
て
﹂
と

云
わ
ん
け
ど

云
う
て
く
れ
そ
な

お
地
蔵
さ
ん

今年の 7 月 5 日、北区の宝ものだった名物古書店「青空書房」店主の坂本健一さんが、心筋梗塞のため逝去されました。享年 93 歳。戦争から復員された
1946 年（昭和 21 年）、大阪の闇市で本を並べ、翌年からは北区でお店を構えられます。以後、田辺聖子さんや山本一力さん、筒井康隆さんらと親交を深め、
休業日に店のシャッターに貼られる自作のポスターは、坂本さんのほっこりとした絵とともに添えられた至言の数々が話題となって、全国からファンが訪れ
るようになりました。坂本さんに読書の歓びを教えられた人は、数知れません。つひまぶでは、坂本さん自作の「お地蔵さん map」を託されていました。掲
載する機会は、今しかありません。これを埋もれさせないためにも、追悼の念とともに、ここに掲載します。（ルイス）
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中之島 渡辺橋 大江橋

北新地

南森町

中崎町

東梅田

西梅田

阪神
梅田

中津

中津

梅田
扇町

天六

天満

大阪
天満宮天満宮

なにわなにわ
橋

JR
大阪駅

阪急
梅田

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
で
扇
町
駅
を
見
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
「
オ
オ
ギ
マ
チ
」
と
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
が
！
他
の
駅
は
普
通
に
漢
字
表
記
で
す
。
そ
れ
に
、
カ
タ
カ
ナ
で
も
正
し
く
は
「
オ
ウ
ギ
マ
チ
」
で
す
よ
ね
。
な
ん
と
い
う
バ
グ
！
し
っ
か
り
し
て
よ
、
グ
ー
グ
ル
さ
ん
（
笑
）（※

10
月
15
日
時
点
）

ち
ょ
こ
っ
と

ち
ょ
っ
と

北
区
で
は
地
域
ご
と
に
マ
ル
シ
ェ
や
市
の
よ
う
な
集
ま
り
が
増
え
て
い
ま
す
。
毎
月
第
３
日
曜
日
に
豊
崎
神
社
で
「
豊
崎
じ
ん
じ
ん
」
が
、
第
４
日
曜
日
に
は
中
崎
町
ホ
ー
ル
で
「
中
崎
町
ま
る
っ
と
マ
ル
シ
ェ
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
い
ろ
ん
な
年
齢
の
人
が
集
い
、
地
域
が
つ
な
が
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

ち
ょ
こ
っ
と

ち
ょ
っ
と

大
川
に
沿
う
、
南
天
満
公
園
。
ぽ
つ
ぽ
つ
と
建
つ
碑

の
ひ
と
つ
に
、
天
満
の
子
守
歌
の
碑
が
あ
り
ま
す
。

「
天
満
の
子
守
歌

ね
ん
ね
こ
ろ
い
ち　

天
満
の
市
よ

大
根
揃
へ
て
舟
に
積
む

舟
に
積
ん
だ
ら　

ど
こ
ま
で
い
き
や
る

木
津
や
難
波
の
橋
の
下

橋
の
下
に
は　

か
も
め
が
い
や
る

か
も
め
取
り
た
や　

竹
ほ
し
や

大
阪
天
満
宮
宮
司　

寺
井
種
茂
書
」

と
歌
詞
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

天
満
の
子
守
歌
は
、
江
戸
時
代
に
天
満
に
あ
っ
た
青

物
市
場
に
ま
つ
わ
る
歌
で
す
。
江
戸
時
代
初
期
に
設

立
さ
れ
た
天
満
青
物
市
場
は
、
大
阪
唯
一
の
官
許
の

市
場
と
し
て
１
９
３
１
年
（
昭
和
６
年
）
に
大
阪
市

中
央
卸
売
市
場
が
開
設
さ
れ
る
ま
で
の
あ
い
だ
、
大

い
に
栄
え
ま
し
た
。
こ
の
歌
は
、
木
津
や
難
波
の
人

た
ち
が
天
満
以
外
に
も
青
物
市
場
を
立
て
よ
う
と
活

動
す
る
な
か
で
つ
く
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
今
で
も
青
物
市
場
と
い
え
ば
天
満
が
連

想
さ
れ
、
こ
の
歌
に
あ
る
よ
う
に
「
天
満
の
市
」
と

呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

往
時
の
面
影
を
残
す
よ
う
に
、
天
満
の
子
守
歌
の
碑

は
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

歌
碑
の
横
に
立
つ
女
の
子
の
像
。
そ
の
肩
越
し
に
は

幼
子
が
前
を
見
よ
う
と
首
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
女

の
子
は
右
手
か
ら
来
る
誰
か
に
あ
い
さ
つ
し
よ
う
と

し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。
い
か
め
し
い
偉

人
の
像
と
は
違
う
、
心
安
い
姿
を
し
て
い
ま
す
。
昔

の
小
学
校
に
あ
っ
た
、
薪
を
背
負
っ
て
、
本
を
読
み

な
が
ら
歩
く
二
宮
金
次
郎
像
を
連
想
さ
せ
ま
す
。
二

宮
金
次
郎
像
と
違
う
の
は
、
名
も

な
い
女
の
子
の
像
だ
と
い
う
こ
と
。

ま
ち
は
、
名
の
通
っ
た
人
ば
か
り

で
な
く
、
こ
ん
な
幼
い
女
の
子
の

働
き
に
よ
っ
て
も
支
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る

か
の
よ
う
で
す
。

こ
の
像
は
、
１
９
８
３
年
（
昭
和
58
年
）
４
月
、

天
満
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
認
証
20
周
年
記
念
と
し

て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
記
録
が
大
阪
天
満
宮
の

『
昭
和
五
十
八
年
社
務
日
誌
』（
大
阪
天
満
宮
文
化
研

究
所
蔵
）
４
月
23
日
の
ペ
ー
ジ
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
大
阪
天
満
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
認
証
二
十
周
年
の

記
念
に
天
満
の
子
守
歌
を
碑
に
し
て
残
す
こ
と
と
な

り
除
幕
式
行
わ
れ
、
黒
み
か
げ
の
台
座
（
縦
一
．
二

メ
ー
ト
ル
横
二
．
二
メ
ー
ト
ル
）
に
刻
ま
れ
た
歌
詞

の
そ
ば
に
子
守
り
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
（
高
さ
約
一
．
七

メ
ー
ト
ル
）
が
南
天
満
公
園
に
完
成
、
歌
詞
は
同
ラ

イ
オ
ン
ズ
の
会
員
で
も
あ
る
宮
司
が
筆
を
執
り
、
像

は
富
山
県
彫
刻
家
連
盟
会
員
の
砂
原
放
光
氏
が
制
作
」

と
あ
り
ま
す
。
天
満
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、
今

で
も
毎
年
11
月
に
こ
の
像
を
掃
除
さ
れ
て
お
り
、
い

つ
ま
で
も
大
切
に
さ
れ
て
い
る
像
な
の
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
、こ
の
像
を
製
作
し
た
と
さ
れ
る
砂
原
氏
は
、

ほ
か
に
も
、
広
島
の
被
曝
動
員
学
徒
慰
霊
慈
母
観
音

像
や
佐
賀
の
田
中
正
造
像
、三
重
の
沢
村
栄
治
像
な
ど
、

日
本
各
地
に
さ
ま
ざ
ま
な
像
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
40
年
代
か
ら
50
年
代
に
か
け
て
活
躍
さ
れ
た
方

の
よ
う
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
砂
原
氏
に
関
す
る
記

録
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
像
の
裏
に
、
強

い
筆
致
で
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
ば
か
り
で
す
。

（
棚
橋
真
理
）
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株
式
会
社
サ
ッ
パ
ボ
イ
ラ

中
津
か
ら
、
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
な
ら
ぬ
下
町
蒸
気
機
関
車
！

西
梅
マ
ン
や
ら

新
20
系
や
ら

あ
く
ま
く
ん
や
ら

関
西
高
速
鉄
道
と
い
う

会
社
を
ご
存
じ
で
す
か
？

巡
礼

北
区

天
満
の
子
守
歌
碑

人
々
の
移
動
の
拠
点
と
な
る
駅
の
改
札
口
付
近
に
は
、

必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
周
辺
の
案
内
図
が
掲
示
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
今
は
個
人
が
所
有

す
る
ス
マ
ホ
地
図
が
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
っ
て
常
に
現
在
地

も
目
的
地
へ
の
経
路
も
親
切
に
教
え
て
く
れ
る
の
で
、

以
前
に
比
べ
る
と
、
そ
の
前
に
立
ち
止
ま
る
人
は
少

な
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

そ
ん
な
案
内
図
も
、
時
流
に
乗
っ
て
デ
ジ
タ
ル
化
さ

れ
て
い
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
の
御
堂
筋
口
に
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の

デ
ジ
タ
ル
案
内
板
が
登
場
し
た
の
は
、
去
年
の
６
月
。

し
か
も
４
Ｋ
と
言
わ
れ
る
高
解
像
度
の
画
面
が
導
入

さ
れ
た
の
は
、
こ
こ
が
全
国
初
で
し
た
。
今
で
は
、Ｊ

Ｒ
天
満
駅
に
も
同
じ
も
の
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
マ
ホ
の
よ
う
に
指
で
画
面
に
触
れ
て
み
る
と
、
地

図
を
上
下
左
右
に
動
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地
図

の
拡
大
・
縮
小
も
自
由
。
電
車
の
時
刻
表
、
駅
構
内
図
、

路
線
図
、
列
車
運
行
情
報
に
画
面
を
切
り
替
え
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
の
た
め
に
、

言
語
（
日
本
語
、
英
語
、
中
国
語
、
ハ
ン
グ
ル
）
が

選
択
で
き
る
の
も
、
デ
ジ
タ
ル
地
図
な
ら
で
は
。
私

た
ち
に
と
っ
て
も
、
見
慣
れ
た
梅
田
の
地
図
を
別
の

言
語
で
見
ら
れ
る
の
は
、
な
ん
だ
か
新
鮮
で
す
。

ま
た
、
そ
こ
に
表
示
さ
れ
る
地
図
に
は
、
２
種
類
の

も
の
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、
ズ
ー
ム
ア
ウ
ト
し

て
い
け
ば
、
日
本
地
図
ま
で
表
示
で
き
る
広
域
図
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
表
示
範
囲
が
限
定
さ
れ
た
駅
周
辺

の
詳
細
図
。
前
者
は
、
通
常
の
地
図
と
同
様
に
、
北

の
方
角
が
上
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
後
者
は
、

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
地
図
に
対
面
す
る
人

の
身
体
の
向
き
に
合
わ
せ
て
、
地
図
の
向
き
が
定
め

ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
利
用
者
に
と
っ

て
西
に
向
か
っ
て
案
内
板
が
設
置
さ
れ
て
い
れ
ば
、

地
図
も
西
が
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
配
慮

に
よ
っ
て
、
利
用
者
は
自
分
で
地
図
を
ま
わ
し
た
り

し
な
く
て
も
、い
ま
自
分
が
ど
の
方
向
を
向
い
て
い
て
、

ど
の
方
向
に
歩
い
て
い
け
ば
い
い
か
を
ひ
と
目
で
把

握
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
は
、
今
に
は
じ
ま
っ
た
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
じ
つ
は
デ
ジ
タ
ル
化
以
前
か
ら
、
駅
周

辺
の
案
内
図
は
、
必
ず
し
も
北
が
上
に
な
っ
て
い
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
駅
に
は
、
そ
の
土

地
に
初
め
て
降
り
立
つ
人
も
多
く
、
方
向
感
覚
す
ら

つ
か
め
な
い
な
か
で
頼
ら
れ
る
の
が
、
こ
の
よ
う
な

案
内
図
。
そ
こ
で
、
あ
ら
か
じ
め
地
図
を
ま
わ
し
て

示
し
て
あ
げ
る
こ
と
で
、
人
々
が
自
ら
地
図
と
身
体

の
向
き
を
一
致
さ
せ
る
苦
労
を
解
消
し
て
い
る
の
で

す
。
実
際
に
観
察
し
て
み
る
と
、
外
国
人
観
光
客
を

中
心
に
、
そ
ん
な
案
内
図
に
目
を
凝
ら
し
て
い
る
人

は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
も
、

駅
で
方
向
音
痴
に
陥
り
が
ち
な
人
々
を
手
助
け
す
る

案
内
図
の
役
割
は
、今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
の
で
し
た
。

な
お
、今
年
３
月
に
は
、阪
急
梅
田
駅
周
辺
に
も
、「
Ｕ

ｍ
ｅ
ｄ
ａ
ｉ
」
と
呼
ば
れ
る
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
デ

ジ
タ
ル
案
内
板
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、

梅
田
に
あ
る
オ
フ
ィ
ス
・
商
業
施
設
・
ホ
テ
ル
な
ど

の
計
79
施
設
が
登
録
さ
れ
、
施
設
を
選
択
す
る
と
現

在
地
か
ら
目
的
地
ま
で
の
経
路
、
距
離
、
所
要
時
間

が
表
示
さ
れ
る
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
機
能
ま
で
搭
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
や
は
り
こ
れ
も
設
置
箇
所

に
よ
っ
て
地
図
の
向
き
が
異
な
り
ま
す
。
さ
て
、
こ

れ
は
全
部
で
４
ヶ
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、

ど
こ
に
あ
る
で
し
ょ
う
？　
ぜ
ひ
探
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

（
松
岡
慧
祐
）

観
光
資
源
な
ど
で
脚
光
を
浴
び
て
い
る
蒸
気
機
関
車

で
す
が
、
そ
の
蒸
気
機
関
車
の
心
臓
部
と
も
い
え
る

ボ
イ
ラ
ー
部
分
の
復
元
や
定
期
全
般
検
査
が
、
中
津

で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？

今
回
は
中
津
３
丁
目
に
あ
る
（
株
）
サ
ッ
パ
ボ
イ
ラ

代
表
取
締
役
・
颯
波
（
さ
っ
ぱ
）
郁
子
さ
ん
に
お
話

を
う
か
が
い
ま
し
た
。

サ
ッ
パ
ボ
イ
ラ
は
、
創
業
か
ら
現
在
と
同
じ
場
所
に

工
場
が
あ
り
、
炉
筒
煙
管
式
ボ
イ
ラ
ー
や
ご
み
焼
却

装
置
な
ど
を
製
造
す
る
メ
ー
カ
ー
で
す
。

約
30
年
前
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
蒸
気
機
関
車
の
ボ
イ
ラ

ー
復
元
依
頼
が
何
社
か
に
出
さ
れ
た
そ
う
で
、
旧
国

鉄
時
代
か
ら
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
の
納
入
指
定
業
者
で
あ

っ
た
サ
ッ
パ
ボ
イ
ラ
に
も
打
診
が
あ
り
ま
し
た
。

ボ
イ
ラ
ー
復
元
に
は
特
殊
な
技
術
が
求
め
ら
れ
る
た

め
、
サ
ッ
パ
ボ
イ
ラ
以
外
の
会
社
は
依
頼
を
断
っ
た

の
だ
そ
う
で
す
。
当
時
も
大
型
ボ
イ
ラ
ー
の
保
守
や

修
理
に
お
い
て
、
技
術
力
や
品
質
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
実
力
で
あ
っ
た
サ
ッ
パ
ボ
イ
ラ
で
す
が
、
蒸
気

機
関
車
の
ボ
イ
ラ
ー
復
元
を
引
き
受
け
る
の
は
、
簡

単
な
決
断
で
は
な
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
な
に
も
か
も
初
め
て
の
経
験
で
あ
り
、

と
り
あ
え
ず
は
、
す
べ
て
を
確
認
し
な
が
ら
進
め
て

い
た
の
だ
と
か
。
し
か
し
、「
こ
う
い
う
経
験
は
勉
強

に
な
る
か
ら
」
と
法
令
関
連
で
相
談
し
て
い
た
労
働

局
の
進
言
も
あ
り
、
そ
の
後
に
続
く
蒸
気
機
関
車
の

ボ
イ
ラ
ー
復
元
を
本
格
的
に
請
け
る
こ
と
に
し
た
の

で
し
た
。

復
元
し
て
い
く
な
か
で
、
劣
化
な
ど
で
使
え
な
く
な

っ
た
部
品
が
出
て
き
た
場
合
、
実
物
を
採
寸
し
て
型

を
取
っ
た
り
し
て
、
新
た
に
つ
く
る
し
か
方
法
が
あ

り
ま
せ
ん
。

モ
ノ
を
復
元
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
の
部
品

を
生
か
し
つ
つ
、
新
し
く
製
作
し
た
部
品
を

は
め
込
む
た
め
、
設
計
図
通
り
に
組
み
あ
が

る
こ
と
が
ほ
ぼ
な
い
そ
う
で
、
職
人
の
技
量

と
経
験
が
求
め
ら
れ
る
仕
事
で
す
。

颯
波
さ
ん
自
身
は
、
会
社
に
入
る
ま
で
蒸
気

機
関
車
に
は
興
味
が
な
か
っ
た
の
だ
そ
う
で

す
が
、
自
社
で
復
元
さ
れ
た
蒸
気
機
関
車
の

実
物
が
走
っ
て
い
る
姿
を
見
に
行
っ
た
と
き
、

そ
の
姿
に
ひ
と
目
ぼ
れ
し
た
そ
う
。

蒸
気
機
関
車
の
魅
力
は
、
汽
笛
の
音
や
迫
力

あ
る
姿
に
あ
る
と
言
い
、
今
で
は
多
忙
の
合

間
に
各
地
の
蒸
気
機
関
車
に
乗
り
に
行
く
の

を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
か
。

最
近
は
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
依
頼
で
蒸
気
機
関

車
「
Ｄ
５
１
」（
通
称
デ
ゴ
イ
チ
）
の
来
年

以
降
の
本
線
復
帰
を
目
指
し
、
今
年
の
３
月

に
ボ
イ
ラ
ー
の
大
規
模
修
繕
を
終
え
た
ば
か

り
。

中
津
で
復
元
さ
れ
た
ボ
イ
ラ
ー
を
搭
載
し
た

蒸
気
機
関
車
が
日
本
中
で
蒸
気
を
吹
き
あ
げ

な
が
ら
走
っ
て
い
る
と
思
う
と
誇
ら
し
く
も

あ
り
、
私
た
ち
の
気
持
ち
も
蒸
気
の
よ
う
に

高
揚
し
て
き
ま
す
。（
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｎ
）

デ
ジ
タ
ル
化
す
る

駅
周
辺
の
案
内
図

駅　探
えきたん

大阪天満宮
Osakatemmangu

大
阪
天
満
宮
の
最
寄
り
駅
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
地

下
鉄
谷
町
線
・
堺
筋
線
の
乗
換
駅
と
し
て
多
く
の
人

に
利
用
さ
れ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
東
西
線
の
「
大
阪
天
満
宮

駅
」。
天
満
天
神
繁
昌
亭
へ
向
か
う
と
き
に
利
用
す

る
階
段
横
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
る
と
、「
関
西
高

速
鉄
道
株
式
会
社
」
と
い
う
聞
き
覚
え
の
な
い
社
名

プ
レ
ー
ト
が
目
に
入
っ
て
き
ま
す
。
な
ん
じ
ゃ
ら
ほ

い
？
と
思
っ
て
調
べ
て
み
る
と
、Ｊ
Ｒ
東
西
線
（
京

橋
〜
尼
崎
間
の
全
長
約
１
２
・
５
km
）
を
建
設
し
保

有
す
る
会
社
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
な
ん

と
、Ｊ
Ｒ
東
西
線
は
Ｊ
Ｒ
の
持
ち
も
の
で
は
な
い
よ

う
な
の
で
す
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
運
用
形
態
な
の
で

し
ょ
う
か
？　
関
西
高
速
鉄
道
の
広
報
の
方
に
お
話

を
聞
い
て
き
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
、Ｊ
Ｒ
東
西
線
建
設
の
計
画
は
、
高
度
経

済
成
長
期
の
昭
和
40
年
代
後
半
に
策
定
さ
れ
た
「
片

福
連
絡
線
計
画
」
に
端
を
発
し
ま
す
。
当
時
、
都
市

周
辺
部
の
人
口
増
加
に
よ
り
大
阪
市
内
の
鉄
道
輸
送

は
国
鉄
・
私
鉄
と
も
飽
和
状
態
。
な
か
で
も
、
片
町

線
は
乗
車
率
が
２
５
０
％
を
超
え
る
ひ
ど
い
状
態
で

し
た
。
尼
崎
か
ら
宝
塚
・
三
田
方
面
へ
走
る
福
知
山

線
は
周
辺
に
住
宅
地
が
増
え
る
一
方
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
単
線
で
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
が
走
っ
て

い
て
、
列
車
の
本
数
を
増
や
し
た
く
て
も
増
や
せ
る

状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
鉄

道
輸
送
は
近
い
将
来
必
ず
パ
ン
ク
す
る
。
そ
こ
で
当

時
の
国
鉄
は
、
京
橋
（
片
町
）
と
尼
崎
に
連
絡
線
を

建
設
し
、
大
阪
駅
周
辺
や
中
之
島
に
あ
る
オ
フ
ィ
ス

街
へ
の
輸
送
力
を
分
散
さ
せ
る
、
片
福
連
絡
線
計
画

を
立
案
し
ま
す
。
た
だ
、
１
９
８
１
年
（
昭
和
56

年
）
４
月
に
国
の
認
可
を
得
ま
し
た
が
、
こ
の
と
き

に
は
本
格
的
な
着
工
に
は
至
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
１
９
８
７
年
（
昭
和
62
年
）
に
国
鉄
は
分

割
民
営
化
さ
れ
、
こ
の
計
画
は
西
日
本
旅
客
鉄
道
株

式
会
社
（
以
下
Ｊ
Ｒ
西
日
本
）
に
継
承
さ
れ
、
関
係

者
の
努
力
に
よ
っ
て
事
業
実
施
の
め
ど
が
立
ち
は
じ

め
ま
す
。
そ
し
て
つ
い
に
、
１
９
８
８
年
（
昭
和
63

年
）
５
月
、
片
福
連
絡
線
を
建
設
す
る
た
め
に
大
阪

府
、
大
阪
市
、
兵
庫
県
、
尼
崎
市
の
各
自
治
体
と
Ｊ

Ｒ
西
日
本
を
は
じ
め
と
す
る
民
間
企
業
の
出
資
に
よ

り
「
関
西
高
速
鉄
道
株
式
会
社
」
が
設
立
さ
れ
る
の

で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
第
二
種
鉄
道
事
業
者

と
し
て
車
両
を
走
ら
せ
て
運
営
、
関
西
高
速
鉄
道
株

式
会
社
が
第
三
種
鉄
道
事
業
者
と
し
て
片
福
連
絡
線

を
建
設
・
保
有
す
る
上
下
分
離
方
式
が
実
現
し
、
長

期
借
入
の
資
金
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
念
願
の

建
設
工
事
が
動
き
は
じ
め
ま
す
。

工
事
は
、
既
存
の
鉄
道
と
10
ヶ
所
で
交
差
、
さ
ら
に

は
淀
川
や
大
川
の
下
を
く
ぐ
ら
せ
る
な
ど
、
未
体
験

の
深
度
で
掘
り
進
め
る
難
工
事
で
し
た
が
、
そ
の
努

力
は
、
１
９
９
６
（
平
成
８
）
年
度
土
木
会
技
術
賞

受
賞
と
い
う
か
た
ち
で
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
片
福
連
絡
線
は
１
９
９
７
年
（
平
成
９

年
）
３
月
８
日
に
「
Ｊ
Ｒ
東
西
線
」
と
し
て
開
業
。

都
市
部
〜
郊
外
間
の
輸
送
力
を
増
大
さ
せ
、
関
西
圏

の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
路
線
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
上
下
分
離
方
式
は
土
地
の
値
段
が
高
い
都
市

部
で
の
鉄
道
路
線
新
設
の
モ
デ
ル
の
ひ
と
つ
と
な
り
、

そ
の
後
、
大
阪
で
は
、
西
大
阪
高
速
鉄
道
の
阪
神
な

ん
ば
線
（
阪
神
西
九
条
駅
〜
近
鉄
大
阪
難
波
駅
）、

中
之
島
高
速
鉄
道
の
京
阪
中
之
島
線
（
京
阪
天
満
橋

駅
か
ら
京
阪
中
之
島
駅
）、
建
設
中
の
大
阪
外
環
状

鉄
道
の
Ｊ
Ｒ
お
お
さ
か
東
線
（
新
大
阪
駅
〜
久
宝
寺

駅
）
な
ど
の
路
線
で
、
上
下
分
離
方
式
が
採
用
さ
れ

て
い
ま
す
。（
平
井
裕
三
）

考
現
學

考
現
學

北
区

マ
ッ
プ

イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
系

社
会
学
者
の

イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
系

社
会
学
者
の
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あ
る
土
曜
日
の
正
午
。

済
美
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
済
美
女
性
会
に
よ
る
食

事
サ
ー
ビ
ス
が
お
こ
な
わ
れ
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

メ
イ
ン
は
煮
込
み
ハ
ン
バ
ー
グ
。
副
菜
に
ニ
ン
ジ

ン
と
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
こ
ん
に
ゃ
く
の
炊
い
た
ん
。

ご
は
ん
に
カ
ボ
チ
ャ
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ
ス
ー
プ
。
お

漬
物
と
デ
ザ
ー
ト
の
柿
、
食
後
の
コ
ー
ヒ
ー
ま
で

つ
い
て
い
ま
す
。
や
さ
し
い
味
付
け
。
ど
れ
も
丁

寧
に
つ
く
ら
れ
た
、
家
庭
の
味
で
す
。
毎
回
、
80

人
も
の
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
、
に
ぎ
わ

う
テ
ー
ブ
ル
の
あ
い
だ
を
、
配
膳
や
ご
は
ん
の
お

か
わ
り
を
聞
き
な
が
ら
、
ひ
と
り
ひ
と
り
に
声
を

か
け
て
ま
わ
る
イ
ツ
子
さ
ん
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

済
美
女
性
会
相
談
役
の
栗
澤
イ
ツ
子
さ
ん
。
こ
の

３
月
で
引
退
さ
れ
る
ま
で
の
30
年
間
、
済
美
女
性

会
の
会
長
を
務
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
後
半
の
12

年
間
は
北
区
地
域
女
性
団
体
協
議
会
の
会
長
も
兼

任
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
大
阪
市
女
性
会
副
会
長
を

４
年
、
民
生
委
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
北
区
選
挙

管
理
委
員
会
の
職
務
代
理
者
な
ど
、
務
め
た
役
職

は
数
知
れ
ま
せ
ん
。
済
美
を
中
心
に
北
区
の
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
か
か
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
イ
ツ
子
さ

ん
に
、
そ
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
の
源
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
、
お
話
を
う
か
が
っ
て
き
ま
し
た
。

昭
和
７
年
（
１
９
３
２
年
）
８
月
生
ま
れ
。
５
人

き
ょ
う
だ
い
の
一
番
上
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
早

く
に
亡
く
な
っ
た
お
母
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、
下
の

き
ょ
う
だ
い
を
育
て
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
が
亡
く

な
っ
た
と
き
、
き
ょ
う
だ
い
の
下
の
ふ
た
り
は
お

母
さ
ん
の
顔
も
覚
え
て
い
な
い
く
ら
い
小
さ
か
っ

た
そ
う
で
「
お
姉
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
」
と
甘

え
ら
れ
て
い
た
の
だ
と
か
。
学
校
に
行
こ
う
に
も
、

「
お
姉
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
、
お
腹
空
い
た
っ
て

言
わ
れ
た
ら
、
ほ
っ
て
お
け
な
い
で
し
ょ
う
」。

自
然
と
家
に
入
り
、お
父
さ
ん
の
家
業
の
手
伝
い
と
、

き
ょ
う
だ
い
の
世
話
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

戦
争
が
日
本
全
体
に
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
た
時

代
の
こ
と
で
す
。

13
歳
で
終
戦
を
迎
え
た
と
き
は
「
日
本
、
負
け
た

ん
や
て…

。
情
け
な
い
な
ぁ
」
く
ら
い
に
し
か
思

わ
な
か
っ
た
そ
う
。

そ
れ
で
も
「
戦
争
は
ダ
メ
。
食
べ
る
も
の
も
、
な

ん
に
も
な
い
」
と
話
さ
れ
ま
す
。「
疎
開
こ
そ
し
な

か
っ
た
け
れ
ど
、
親
戚
の
田
舎
の
家
に
、
き
ょ
う

だ
い
み
ん
な
で
預
け
ら
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
田
舎

の
仕
事
は
な
ん
で
も
手
伝
い
ま
し
た
よ
。
田
植
え

か
ら
稲
刈
り
ま
で
、
な
ん
で
も
し
ま
し
た
」。

闇
市
に
も
行
き
ま
し
た
。「
食
べ
る
も
の
は
、
配
給

し
か
な
い
ん
で
す
。
そ
れ
も
キ
ュ
ー
バ
糖
で
ね
。

こ
れ
を
闇
市
に
持
っ
て
い
っ
て
、
お
米
に
変
え
る

ん
で
す
」。

最
初
は
お
母
さ
ん
に
く
っ
つ
い
て
行
っ
て
い
た
闇

市
で
し
た
が
、
お
母
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
以
降
は
、

ひ
と
り
で
行
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。「
女
学
校
の
制

服
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
き
ょ
う
だ
い
を
食
べ
さ

せ
な
い
と
い
け
な
い
か
ら
、
必
死
で
し
た
。
お
っ

ち
ゃ
ん
、
も
う
ち
ょ
っ
と
、
も
う
ち
ょ
っ
と
ち
ょ

う
だ
い
よ
っ
て
、
大
の
男
の
人
相
手
に
ね
。
た
ん

か
切
っ
て
、
対
等
に
交
渉
し
て
い
た
も
ん
で
す
」。

ど
ん
な
役
職
の
人
に
で
も
、
臆
せ
ず
、
動
じ
ず
に

応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
こ
の
と
き
の
経
験

か
ら
だ
と
語
ら
れ
ま
す
。

「
戦
争
で
、
母
を
亡
く
し
ま
し
た
。
戦
争
が
、
私
を

こ
ん
な
ふ
う
に
強
く
し
ま
し
た
。
あ
の
と
き
の
こ

と
を
思
え
ば
、
そ
の
後
の
こ
と
な
ん
て
、
な
ん
て

こ
と
な
い
で
す
よ
」。

「
う
ど
ん
屋
が
開
く
と
聞
け
ば
、
う
ど
ん
屋
に
行
っ

て
並
ん
で
ね
。
あ
の
頃
は
よ
く
並
び
ま
し
た
。
そ

れ
が
仕
事
だ
っ
た
か
ら
。
う
ど
ん
が
も
ら
え
な
か

っ
た
ら
、
食
べ
る
も
の
が
な
い
ん
で
す
」。「
い
つ

空
襲
が
来
る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
寝
る
と
き
も

服
の
ま
ん
ま
で
ね
。
家
の
床
下
に
防
空
壕
が
あ
り

ま
し
た
。
き
ょ
う
だ
い
で
手
を
つ
な
い
で
入
り
ま

し
た
よ
」。

自
分
の
こ
と
を
考
え
る
余
裕
な
ど
な
く
、
誰
も
が

楽
し
く
甘
酸
っ
ぱ
い
時
間
を
過
ご
す
は
ず
の
青
春

時
代
を
、
戦
中
戦
後
の
苦
し
い
時
代
を
、
お
姉
ち

ゃ
ん
は
、
家
族
の
た
め
に
奔
走
し
て
い
た
の
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
、「
私
は
、
突
っ
込
ん
で
い
く
タ
イ
プ

だ
か
ら
」
と
い
う
言
葉
の
と
お
り
、
女
性
会
を
中

心
に
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
活
動
に
ま
い
進
し
ま
す
。

そ
の
ス
タ
ン
ス
は
、「
上
の
人
に
は
い
く
ら
で
も
言

い
ま
す
よ
。
下
の
人
た
ち
を
守
ら
な
い
と
い
け
な

い
で
す
か
ら
」
と
い
う
言
葉
に
集
約
さ
れ
ま
す
。

上
の
人
は
、
社
会
的
な
地
位
の
高
い
人
だ
っ
た
り
、

別
の
会
の
会
長
で
あ
っ
た
り
、
時
と
場
合
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
相
手
と
上
下
関
係
に
な
る
の

で
は
な
く
、
対
等
に
。
そ
し
て
、
自
分
に
つ
い
て

き
て
く
れ
る
人
た
ち
を
守
る
。
そ
れ
が
イ
ツ
子
さ

ん
の
や
り
か
た
で
す
。
そ
う
し
て
、
対
外
的
な
活

動
も
し
な
が
ら
、
女
性
会
で
の
活
動
も
充
実
さ
せ

て
い
き
ま
し
た
。

イ
ツ
子
さ
ん
が
立
ち
上
げ
た
女
性
会
の
活
動
の
ひ

と
つ
に
、「
さ
く
ら
ん
ぼ
の
会
」
が
あ
り
ま
す
。
さ

く
ら
ん
ぼ
の
会
は
、
北
区
で
最
初
に
で
き
た
子
育

て
サ
ロ
ン
で
す
。
ス
タ
ー
ト
し
た
頃
に
通
っ
て
い

た
子
ど
も
は
、今
で
は
中
学
１
年
生
に
な
り
ま
し
た
。

も
う
10
年
以
上
続
い
て
い
る
活
動
で
す
。

「
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
人
、
夫
か
ら
の
暴
力
に
悩

ん
で
い
る
人
、
離
婚
を
考
え
て
い
る
人
、
い
ろ
ん

な
人
が
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
悩
み
が
あ
り
ま
す
。

以
前
に
相
談
に
来
て
い
た
人
が
、
済
美
を
離
れ
て

何
年
か
経
っ
て
か
ら
、
も
う
大
丈
夫
に
な
り
ま
し

た
と
元
気
な
顔
を
見
せ
て
く
れ
た
と
き
は
、
涙
が

出
ま
し
た
。
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
」。

「
済
美
は
、
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
。
そ
れ
は
ど
こ

に
も
負
け
ま
せ
ん
よ
」と
熱
を
込
め
て
話
さ
れ
ま
す
。

さ
く
ら
ん
ぼ
の
会
で
は
、
子
ど
も
を
連
れ
て
き
て

い
た
人
が
、
そ
の
後
は
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
側
で
来

て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
手
伝
い
を
申
し
出

て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
そ
う
で
す
。
子
育
て
の
先

輩
か
ら
後
輩
へ
、
お
母
さ
ん
同
士
の
お
付
き
合
い

が
無
理
な
く
は
じ
め
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
、

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
た
り
、
手
を
挙
げ
ら
れ

る
雰
囲
気
と
環
境
に
な
る
よ
う
、
イ
ツ
子
さ
ん
は

気
を
配
っ
て
い
ま
す
。

「
自
分
が
ね
、
来
れ
る
と
き
だ
け
来
て
み
る
。
そ
ん

な
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
た
ら
い
い
ん
で
す
よ
」
と

「
こ
の
ま
ま
、
家
族
の
世
話
を
し
て
い
こ
う
」
と
思

っ
て
い
た
頃
、
結
婚
の
話
が
持
ち
上
が
り
ま
す
。

お
相
手
は
お
父
さ
ん
の
仕
事
の
知
り
合
い
の
次
男

さ
ん
。
仕
事
の
こ
と
で
お
父
さ
ん
を
訪
ね
て
く
る

こ
と
が
あ
り
、
何
度
か
会
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
で

し
た
。
先
方
か
ら「
い
い
娘
さ
ん
が
い
る
。
ぜ
ひ
に
」

と
結
婚
話
が
持
ち
上
が
っ
た
の
で
し
た
。
正
式
な

お
見
合
い
を
し
、
半
年
の
お
付
き
合
い
の
末
、
結

婚
し
ま
す
。「
き
ょ
う
だ
い
の
世
話
も
あ
る
し
、
私

じ
ゃ
な
く
っ
て
、
妹
か
ら
」
と
思
っ
て
い
た
イ
ツ

子
さ
ん
。「
で
も
ね
、
父
が
、
結
婚
は
上
か
ら
順
番

に
し
な
い
と
い
け
な
い
っ
て
言
う
ん
で
す
。
下
の

き
ょ
う
だ
い
の
世
話
は
順
番
に
し
て
い
け
ば
い
い

っ
て
。
で
な
い
と
将
来
、
ひ
と
り
に
な
っ
て
し
ま

う
っ
て
心
配
し
た
ん
で
す
ね
」。
お
父
さ
ん
の
強
い

す
す
め
が
あ
り
ま
し
た
。

結
婚
し
た
ご
主
人
は
仕
事
が
で
き
て
、
お
金
も
う

け
も
で
き
る
人
で
し
た
。
イ
ツ
子
さ
ん
は
「
父
に

は
そ
こ
ま
で
わ
か
っ
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
父

の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
、
結
婚
し
て
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
し
た
」。

結
婚
し
て
、
子
育
て
を
し
、
お
子
さ
ん
が
小
学
生

と
中
学
生
の
頃
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役

員
を
務
め
ま
し
た
。
そ
の
役
目
を
終
え
た
頃
、
地

域
の
防
犯
の
役
が
ま
わ
っ
て
き
ま
す
。
お
義
父
さ

ん
の
す
す
め
も
あ
り
、
や
っ
て
み
る
こ
と
に
。
こ

れ
が
、イ
ツ
子
さ
ん
の
地
域
活
動
の
は
じ
ま
り
で
す
。

生
活
に
も
少
し
余
裕
が
で
き
て
、
ダ
ン
ス
を
習
い

は
じ
め
た
矢
先
の
こ
と
で
し
た
。
ほ
ど
な
く
し
て
、

防
犯
の
活
動
を
通
じ
て
女
性
会
に
出
会
い
ま
す
。

防
犯
協
会
の
総
会
で
、
い
ろ
い
ろ
な
団
体
の
、
そ

れ
も
男
性
ば
か
り
の
会
長
が
居
並
ぶ
な
か
、
ひ
と

り
だ
け
女
性
の
方
が
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
女
性
会

の
会
長
で
し
た
。

「
か
っ
こ
え
え
な
ぁ
」。

そ
の
姿
を
見
た
イ
ツ
子
さ
ん
は
、
そ
う
思
っ
た
の

だ
と
か
。「
ご
近
所
の
人
だ
か
ら
、
そ
の
人
の
こ
と

は
知
っ
て
い
ま
し
た
け
ど
ね
、
総
会
で
見
た
と
き
、

男
の
人
ば
か
り
の
な
か
で
、
あ
ん
な
ん
、
か
っ
こ

え
え
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
」。
男
性
に
混
じ
っ
て
一

緒
に
な
っ
て
活
動
し
、
活
躍
す
る
姿
に
強
く
惹
か

れ
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
ま
で
女
性
会
に
は
お
義
母
さ
ん
が
活
動
さ
れ

て
い
た
た
め
、
イ
ツ
子
さ
ん
が
そ
こ
で
活
動
を
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ

の
女
性
会
に
、
な
ん
と
副
会
長
と
し
て
迎
え
ら
れ

ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
も
驚
き
で
す
が
、
さ
ら
に
そ

の
２
年
後
、
会
長
に
就
任
し
ま
す
。
幼
い
頃
か
ら

培
っ
て
き
た
、
ど
ん
な
人
が
相
手
で
も
動
じ
ず
に

堂
々
と
応
じ
る
力
と
、
持
ち
前
の
行
動
力
を
求
め

ら
れ
て
の
こ
と
で
し
た
。

「
あ
る
と
き
、
歴
代
の
女
性
会
の
会
長
が
う
ち
に
来

ら
れ
ま
し
た
。
会
長
就
任
の
要
請
の
こ
と
で
、
夫

に
説
明
に
来
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。
夫
は
、
私
が
会

長
に
な
っ
た
ら
、
口
が
立
つ
か
ら
大
変
な
こ
と
に

な
り
ま
す
よ
と
断
ろ
う
と
し
た
ん
で
す
け
ど
、
そ

の
口
を
買
い
に
来
ま
し
た
っ
て
逆
に
説
得
さ
れ
ち

ゃ
っ
た
ん
で
す
」。

そ
ん
な
経
緯
も
あ
っ
て
か
、
以
後
、
ご
主
人
は
、

地
域
の
こ
と
は
イ
ツ
子
さ
ん
に
、
ご
自
身
は
家
業

に
専
念
す
る
こ
と
を
決
め
、
イ
ツ
子
さ
ん
の
活
動

に
口
を
挟
む
こ
と
は
一
切
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

「
あ
ん
た
、
行
っ
と
い
で
！
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

地
域
の
こ
と
を
す
る
人
は
一
家
に
ひ
と
り
で
い
い

と
思
っ
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
で
な
い
と
、
大

変
な
こ
と
に
な
る
っ
て
」。

そ
れ
ま
で
、
女
性
会
の
会
長
は
２
年
交
代
で
ど
ん

ど
ん
入
れ
替
わ
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
地
域
の
こ

と
は
男
性
が
中
心
で
、
そ
の
輪
の
な
か
に
女
性
が

混
じ
っ
て
い
く
の
は
本
当
に
大
変
な
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
地
域
の
活
動
を
す
る
と
、
ご
自
身
だ
け
で

な
く
家
族
に
も
影
響
す
る
、
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

出
か
け
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
見
え
な
い
と
こ
ろ

で
も
お
金
が
か
か
り
ま
す
。
会
長
と
も
な
れ
ば
な

お
さ
ら
で
す
。
そ
れ
で
も
、
ご
主
人
か
ら
な
に
か

言
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
む
し
ろ

「
お
金
を
ち
ゃ
ん
と
持
っ
て
い
き
な
さ
い
」
と
気
づ

か
い
も
し
て
も
ら
い
、
送
り
出
し
て
く
れ
た
そ
う

で
す
。
地
域
の
活
動
を
し
て
い
く
う
え
で
、
ご
主

人
の
理
解
が
あ
っ
た
こ
と
は
と
て
も
大
き
か
っ
た

と
話
さ
れ
ま
す
。

話
さ
れ
ま
す
。
間
口
を
広
く
し
、
ど
ん
な
人
も
受

け
入
れ
な
が
ら
、
世
代
を
区
切
ら
ず
、
地
域
の
女

性
同
士
の
つ
な
が
り
を
、
輪
を
ひ
ろ
げ
て
い
こ
う

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

済
美
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
、
イ
ツ
子
さ
ん
の
思
い
が

こ
も
っ
た
場
所
が
あ
り
ま
す
。
キ
ッ
チ
ン
で
す
。

済
美
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
キ
ッ
チ
ン
は
、
飲
食
店
顔

負
け
の
設
備
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
食
事
サ
ー

ビ
ス
や
ふ
れ
あ
い
喫
茶
以
外
に
も
、
イ
ベ
ン
ト
の

多
い
済
美
地
域
で
は
大
人
数
で
飲
食
を
楽
し
む
機

会
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
舞
台
裏
が
給
湯

室
程
度
の
設
備
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
、
衛
生
面

を
考
え
て
も
し
っ
か
り
と
し
た
設
備
が
必
要
だ
と
、

誰
よ
り
も
熱
意
を
持
っ
て
提
案
さ
れ
た
の
は
、
イ

ツ
子
さ
ん
で
し
た
。

そ
れ
も
こ
れ
も
み
ん
な
、
済
美
地
域
の
将
来
を
考

え
て
の
こ
と
。
イ
ツ
子
さ
ん
は
人
を
育
て
、
世
話

を
し
、
活
動
を
通
じ
て
地
域
を
育
て
て
い
ま
す
。

誰
か
が
失
敗
を
す
れ
ば
か
ば
い
、
誤
っ
た
方
向
に

進
も
う
と
す
れ
ば
引
き
戻
し
て
く
れ
ま
す
。
見
守

っ
て
く
れ
て
、
危
な
く
な
れ
ば
助
け
て
く
れ
る
、

イ
ツ
子
さ
ん
は
ま
さ
に
お
姉
ち
ゃ
ん
。
人
に
任
せ
、

見
守
る
こ
と
が
で
き
る
度
量
。
そ
の
忍
耐
力
と
根

気
を
思
う
と
、
気
が
遠
く
な
り
ま
す
。
役
職
が
イ

ツ
子
さ
ん
を
つ
く
っ
た
の
で
な
く
、
イ
ツ
子
さ
ん

だ
か
ら
役
が
つ
い
て
き
た
ん
だ
と
感
じ
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
30
年
間
も
地
域
で
活
動
し

て
こ
れ
た
の
は
、「
主
人
の
お
か
げ
で
す
」
と
も
。

相
談
役
と
な
っ
た
今
、
会
長
時
代
と
は
違
っ
た
立

場
で
地
域
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。「
こ
れ
ま
で
、
ず

っ
と
人
の
世
話
ば
か
り
し
て
き
ま
し
た
。
き
ょ
う

だ
い
の
世
話
を
し
て
、
子
ど
も
の
世
話
を
し
て
、

義
父
と
義
母
の
世
話
を
最
後
ま
で
し
て
、見
送
っ
て
。

そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
今
で
は
地
域
の
お
世
話
も

し
て
ね
。
で
も
そ
れ
で
苦
し
い
と
思
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ち
っ
と
も
苦
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

お
世
話
さ
れ
る
ほ
う
に
ま
わ
る
の
は
イ
ヤ
。
お
世

話
し
て
い
る
ほ
う
が
、
ず
っ
と
い
い
」。

最
後
に
、こ
れ
か
ら
や
り
た
い
こ
と
を
う
か
が
う
と
、

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
に
行
き
た
い
で
す
ね
。

み
ん
な
で
見
に
行
き
ま
し
ょ
う
！
」。

み
な
さ
ん
、
ご
準
備
を
！
（
終
）

人
の
世
話
ば
か
り
し
て
き
た
人
生
。

き
ょ
う
だ
い
、
子
ど
も
、
両
親…

。

今
で
は
地
域
の
お
世
話
も

し
て
い
ま
す
。

で
も
、
苦
し
い
と
思
っ
た
こ
と
は

な
い
で
す
ね
。

聞
き
手
・
書
き
手
／
棚
橋
真
理

撮
影
／
浅
香
保
ル
イ
ス
龍
太

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
へ

女
性
会
と
の
出
会
い

奔
走
す
る
お
姉
ち
ゃ
ん

前
大
阪
市
地
域
女
性
団
体
協
議
会
副
会
長

北
区
地
域
女
性
団
体
協
議
会
相
談
役

済
美
女
性
会
相
談
役

済
美
女
性
会
相
談
役

栗
澤
イ
ツ
子
さ
ん

彼
女

キ
タ

ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

キ
タ

と

ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

の

ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

第
九
回

第
九
回
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